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序文 

淡路 島 は 、 古 く は 「 古 事 記 ・ 日 本 書 紀 』 に も 登場 し 、 島 内 に は 先 人 の 足 あ と と も いう べき 
埋蔵 文化 財 が 数 多く 残さ れ た 緑 豊 か な 島 で あり ます 。 そ の 淡路 島 の 最 南端 に 位置 する 南 淡 町 
も 決し て 例外 で は な く 、 町 内 各所 で 少し ずつ で は あり ます が 、 雷 蔵 文化 財 が 確認 され 、 当 時 
の 生活 の 一 端 を 垣間見 る こと が で きる よう に な っ て きま し た 。 今回 調査 を 実施 いた し まし た 

岩谷 遺跡 か ら 出土 し た 多数 の 弥生 土器 や 石器 を は じ め と する 考古 資料 は 、 我 々 の 祖先 の 営み 

を 知る うえ で 、 必 要 不 可 欠 な 資料 で あり ます 。 

現在 、 淡 路 島 を 取り 巻く 環境 は 、21 世 紀 に 向け て さら な る 発展 の た め に 計画 ・ 実 施さ れ て 

いる 開発 に より 者 し く 変 化し つつ あり ます 。 埋蔵 文化 財 は 一 般 に は 地 中 に 存在 し 、 普 段 人 目 
に 触れ る こと が 少な いと いう 性 格 を 持っ て いる こと か ら 、 非 常に 厳し い 状況 下 に ある こと も 

合 定 で きま せん 。 そ し て これ ら の 文化 財 を 開発 か ら 保護 し 、 次 世代 に 継承 し て いく こと は 、 

我々 に 課せ られ た 重要 な 責務 で ある も の と 自覚 いた し て お り ま す 。 

今後 文化 財 の 保護 と 開発 に は 、 幾 多 の 問題 や 課題 が 生じ る と は 思い ます が 、 関 係 者 の 努力 
に より 、 解 決 で きる も の と 確信 いた し て お り ま す 。 さらに は 本 報告 書 が ふる さと 淡路 を 知る 

社会 教育 資料 と し て 広く 活用 され 、 文化 財 の 保護 お よび 理解 に わずか で も 手助け た と な る よう 

希望 する と ころ で あり ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 本 報告 書 を 作成 する に あたっ て ご 指導 と ご 協力 頂い た 方 々 に 対し 、 

紙上 を お 借り し て 心 より 感謝 の 意 を 表す と と も に 、 今後 と も ご 支援 有 曲り ます よう よろ し く お 

願い 申し あげ ます 。 

南 淡 町 教育 委員 会 

教育 長 川野 四朗 
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例 _ 言 

み は ら な ん だ ん ふく っ ら へ い いわ た に いわ た に 

・ 本 書 は 兵庫 県 三原 郡 南 淡 町 福良 内 22 一 1 字 岩 谷 に 所 在 す る 岩谷 遺跡 の 発掘 調査 報告 書 で 

ある 。 

・ 調 査 は 三原 郡 養護 老人 ホー ム 建 設 事 業 に 伴う も の で 、 南 淡 町 教育 委員 会 より 依頼 を 受け 
三原 郡 町 村 会 が 平成 47 年 度 に 調査 お よび 整理 作業 を 行なっ た 。 

・ 遺構 実測 は 調査 員 お よび 奈良 大 学 文 化 財 学科 学生 が 、 遺 構 ・ 遺 物 写真 撮影 は 調査 員 が 行 
な っ た 。 

・ 遺物 実 測 ・ 浄 書 は 調査 員 、 中 原 美 佐 子 、 初 田 典 代 、 細 川 光 代 、 神 戸 女子 大 学 遺 跡 調 査 会 
が 行なっ た 。 

・ 本書 で 記す 標高 は 東京 湾 平 均 海水 準 を 基 と し 、 方 位 は 座標 北 を 示す 。 
・ 本 書記 載 の 土器 の 色調 は 『 新 版 標準 圭 色 帳 』1993 年 度 版 を 参考 に し た 。 

・ 遺物 の 番号 は 本 文 、 挿 図 、 図 版 と も に 統一 し て いる 。 

・ 本 書 の 執筆 は 三原 郡 町 村 会 坂口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 ・ 馬 野 徹 ( 現 西 淡 町 企画 開発 課 ) が 行 な 

い 、 坂 口 ・ 定 松 が 共 同 で 編集 を 担当 し た 。 文責 は 目次 に 記す 通り で ある 。 
. 本 書 に か か る 遺物 は 三原 郡 南 淡 町 教育 委員 会 (三原 郡 南 淡 町 福良 甲 512) が 、 写 真 ・ 図 
面 は 三原 郡 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 (三原 郡 三原 町 市 善光寺 18 一 27) が 保管 し て いる 。 

・ 発 掘 調 査 に あたり 、 兵 庫 県 教育 委員 会 、 地 元 福良 地区 の 方 々 、 南 淡 町 シル バー 人 材 セ ン 
ター、 事 業 主 体 で ある 三原 郡 広 域 事 務 組 合 の 協力 を 頂い た 。 ま た 、 調 査 お よび 報告 書 作 
成 に あたっ て は 、 下 記 の 方 々  の ご 指導 と ご 教示 を 仰い だ 。 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 
( 五 十 音 順 ・ 敬 称 略 ) 

伊藤 宏幸 (津名 郡 町 村 会 )・ 浦 上 雅史 (洲本 市 教育 委員 会 )・ 大 下 明 (宝塚 市 雲雀 丘 学園 ) 
*・ 岡 本 檎 (淡路 考古 学研 究 会 )・ 川 吉 知子 < 北 淡 町 教育 委員 会 )・ 貫 益 巳 (淡路 考古 学研 
究 会 )・ 波 毛 康 宏 (淡路 考古 学研 究 会 )・ 菱 田 哲郎 ( 現 京都 府立 大 学 )・ 藤 平 明 ( 南 淡 町 
文化 財 調 査 専門 委 員 )・ 藤 原 清 尚 (高砂 市 教育 委員 会 )・ 山 本 三郎 (兵庫 県 教育 委員 会 ) 
・ 渡 辺 昇 (兵庫 県 教育 委員 会 ) 
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] は じ め に 

1 調査 経緯 と 調査 体制 

淡路 島 の 高齢 化 は 、 近 年 若者 の 離島 な ど に より 、 他 地域 に 比較 し て 進み 、 各 自治 体 で も 21 

世紀 に 向け て の 懸案 事項 の 一 つと な っ て いる 。 そ の 来る べく 高齢 化 社 会 に 対し て 、 郡 内 の 各 
自治 体 で は 社会 福祉 施設 の 建設 に より 、 地 域 住民 に 対し て 福祉 サー ビス 向上 を 推進 し て いる 。 
一 方 、 郡 レベ ル に お いて も 、 す で に 三原 郡 老 人 ホー ム は 南 淡 町 賀集 に 設置 され て いた が 、 設 
備 等 の 問題 で 新た に 三原 郡 広域 事務 組合 に より 同町 福良 に 三原 郡 養護 老人 ホー ム の 建設 案 が 

提出 され た 。 そ の 計画 に も と づき 、 南 淡 町 教育 委員 会 より 調査 の 依頼 を 受け 、 事 前 に 三原 郡 
町 村 会 が 現地 の 視察 を 行なっ た 。 

し か し な が ら 、 本 地 は 第 二 次 大 戦中 旧 日 本 軍 の 兵舎 と し て 使用 され た 後 、 最 近 ま で 福良 中 
学校 と し て 利用 され て いた こと か ら 、 通 常 郡 内 の 平野 部 で 実施 し て いる 踏査 に よる 遺物 の 採 
集 は 不可 能 で ある と 思わ れ た 。 

そこ で 日 を 改め て 平成 5 年 8 月 に 、 重機 掘削 を 伴う 分 布 調査 を 試み た 。 そ の 結果 、 現 地盤 
より 約 70m 下 層 に 遺物 包含 層 が 形成 され て いる こと が 判明 し た 。 

し か し 、 本 体 工 事 は すでに 着工 し て お り 、 一 部 5m あ まり の 盛土 が な され て いる 箇所 も あっ 

た 。 そ こ で 先 の 調査 成果 を も と に 遺跡 の 取扱 い に つ いて 、 兵 庫 県 教育 委員 会 指導 の も と 、 南 
淡 町 教育 委員 会 を 中 心 に 関係 組織 に よる 協議 を 行なっ た 。 

協議 の 結果 、 本 体 工 事 の 緊急 性 ・ 内 容 を 考慮 し て 、 す で に 盛土 が 完了 し て いる 部 分 は 調査 
対象 外 と し 、 コ ンク リー ト 擁 護 壁 設置 部 分 と その 周辺 部 の 調査 を 下記 の 体制 で 緊急 に 実施 す 
る こと と な っ た 。 

平成 4 年 度 

調査 主体 南 淡 町 教育 委員 会 社会 教育 課 

調査 体制 事務 担当 教 育 長 坂川 一 弘 

課 長 _ 竹田 _ 功 

課長 補佐 黒田 要 作 

担 当 _ 林 光一 

担 当 __ 村 本 みゆ き (三原 郡 町 村 会 ) 
調査 担当 調 査 員 濱崎 真 二 (現下 関 市 教育 委員 会 ) 

調査 員 坂口 弘 貢 (三原 郡 町 村 会 ) 

外 業 作業 員 南 淡 町 シル バー 人 材 セ ンタ ー 派 遣 作業 員 
外 業 補助 員 池谷 勝 典 _ 小柴 治子 佐々木 勝 

柴田 礎 一 _ 長原 還 。 信 里 芳 紀 

渡辺 典子 (以上 奈良 大 学 文 化 財 学科 学生 

ーー 1 ーー



内 業 作業 員 中 原 美 佐 子 _ 初田 典 代 。 細川 光代 

平成 5 年 度 
調査 主体 南 淡 町 教育 委員 会 社会 教育 課 
調査 体制 事務 担当 教 育 長 坂川 一 弘 

課 長 竹田 功 

課長 補佐 狼 圧 要 作 

担 当山 見 豆 啓 

担 当 __ 村 本 みゆ き 

調査 担当 調査 員 坂口 弘 真 

調査 員 定 松 佳 重 (三原 郡 町 村 会 ) 

外 業 作業 員 南 淡 町 シル バー 人 材 セ ンタ ー 派 遣 作業 員 

内 業 作業 員 中 原 美佐 子 _ 初田 典 代 。 細川 光代 

内 業 補助 員 岡 部 純子 加藤 亮子 川越 円 

中 野 由 紀子 池永 香子 (以上 神戸 女子 大 学 

遺跡 調査 会 ) 

平成 6・7 年 度 

調査 主体 南 淡 町 教育 委員 会 社会 教育 課 

調査 体制 事務 担当 教 育 長 川野 四朗 

課 長 _ 竹田 功 

課長 補佐 稲山 欧 二 

担 当 _ 山 見 右 啓 

担 当 __ 村 本 みゆ き (平成 6 年 度 の み ) 

内 業 担当 調査 員 坂口 弘 真 

調査 員 定 松 佳 重 

内 業 作業 員 中 原 美 佐 子 _ 初田 典 代 。 細川 光代 

2 地理 的 環境 ( 図 1・2・3) 

淡路 島 は 、 瀬 戸 内 海東 部 に 位置 し 、 北 東 一 南西 に 長い 地 塁 状 を な し て 、 大 阪 湾 と 播磨 灘 を 

分 ける 瀬戸 内 海 最 大 の 島 で 、 面 積 約 579k 融 、 周 囲 は 約 174kmm で ある 。 北 は 明石 海峡 、 東 は 紀 淡 

海峡 で 本 州 と 、 西 は 鳴門 海峡 で 四国 と 隔て られ て いる 。 

な お 、 昭 和 60 年 に は 本 四 架 橋 の 一 部 で ある 大 鳴門 橋 が 開通 し 、 四 国 と の 間 は 陸続き と な っ 

た 。 平成 10 年 に は 明石 海峡 大 橋 が 開通 予定 と な っ て お り 、 今後 淡路 島 は 大 き な 転 換 期 を 迎え 

よう と し て いる 。 

淡路 島 は 大 きく 分 け て 北東 一 南西 方 向 の 津名 山地 主体 の 非常 に 平野 の 少な い 北部 と 、 西 南 

西東 北東 方 向 の 論 鶴 羽山 地 、 そ し て 、 こ れ ら の 両 山地 に 挟ま れ た 低地 に 、 三 原平 野 と 洲本 
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平野 が 存在 する 南部 に 分 けら れる 。 地 

質 的 に は 、 北 部 の 津名 山地 は 領家 花岡 

岩 類 より な り 、 南 部 の 論 鶴 羽山 地 は 、 

白亜 系 和泉 層 群 に より 構成 され て い 

る 。 

淡路 島 南 部 の 地形 

諭 鶴 羽山 地 は ( 図 2)、 淡 路 島 南 端 

に 位置 し 、 柏 原山 (569.3m)、 論 鶴羽 

山 (608.3m) を 中 心 と し た ほ ば 標高 

450500m の 平均 し た 高 さ を 保っ て い 

る 。 山地 の 南 和 斜面 は 、 急 傾斜 を も っ て 

紀伊 水道 へ 臨ん で いる 。 こ れ は 沖合 い 

の 沼 島 と 淡路 島 の 間 を 中 央 構造 線 が 

走っ て いる た めで 、 そ の 断層 崖 を 成 し 

て いる も の と 考え られ る 。 一 方 、 山地 

の 北 斜 面 で は 、 ほ ば 4 本 の 線 状 構造 を 

も っ て 高度 を 階段 状 に 降下 させ て い 

る 。 ( 注 う 

水系 に 注目 し て みる と ( 図 3)、 答 の 
人 回 南 淡 町 稚 羽 山地 で は 分 水 界 が 極端 に 南 に 月 

寄っ て いる 。 こ れ は 、 前 述 の 論 鶴 羽山 図 1 南 淡 町 位置 図 

地 の 地 形 に よる も の で 、 特 に 南 斜 面 で 

は 河川 が 短く 、 勾 配 が 急 な た め 、 深 い V 字 谷 を 形成 し て いる 。 こ れ に 対し て 北 斜 面 は 山地 の 

大 部 分 を 集 水 し 、 三 原平 野 へ は 偽 文 川 ・ 成 相川 ・ 三 原川 ・ 大 日 川 が 西 淡 町 松 帆 付近 で 合流 し 、 

三原 川 と な っ て 播磨 灘 へ と 注い で いる 。 ま た これ ら の 河川 は 、 い ずれ も 山 麓 か ら 平 野 に 向かっ 

て 扇状 地 を 形成 し て いる 。 扇 状 地 は 開 析 を 受け 段丘 化し て いる 。 な お 、 三 原平 野 の 地形 構造 
に つい て は 、 高 橋 学 氏 に より 「 志 知 川 沖 田 南 遺 跡 の 地形 変化 と 水田 開発 」a ぅ に 詳し く 述 べ 

られ て いる の で 参照 し て いた だ きた い 。 

淡路 島 南 部 の 気候 

淡路 島 南 部 の 気候 は 、 全 体 的 に 温暖 で 瀬戸 内 式 の 気候 を 示す 。 年 平均 降水 量 は 1, 400 

1, 450mm と 全国 の 平均 より や や 少な い が 、 人 台風 ・ 梅 雨期 に は 集中 豪雨 的 な 傾向 を も っ て いる 。 

また 河川 が 急 で 短い た め 水 害 も 多い 。 

年 平均 気温 は 16C、 年 格差 22 度 と 温暖 で 神戸 や 徳島 に 比べ て 年 格差 は 小さ い 。 特 に 岩谷 遺 

跡 に 隣接 する 地域 の 「 賀 集 ア メダ ス 」 に よれ ば 年 格差 15.8 度 、 年 平均 降水 量 1, 231.5m と よ 

り 少 な い 傾 向 に ある 。( は ぁ 
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図 2 淡路 島 南 部 地域 埋 積 切 峰 面 図 

摩 

・ の 

調 査 

図 3 淡路 島 南 部 地域 水系 図



遺跡 周辺 の 地形 環境 

岩谷 遺跡 の 位置 する 南 淡 町 福良 は 、 淡 路 島 南西 端 に あり 、 鳴 門 海 峡 が 深く 湾 入 し た 奥 に あ 

る 良港 で 古く は 古代 南海 道 の 駅 家 に 比 定 され 、 大 鳴門 橋 が 開通 する まで は 四国 鳴門 へ の 玄関 

と し て 栄え 、 今 で は 鳴門 観 潮 の 観光 拠点 と な っ て いる 。 

この 福良 湾 に は 、 背 後 の 論 鶴羽 山系 か ら 流 下す る 原田 川 ・ 築 地 川 ・ 仁尾 谷川 等 の 河川 に 

よっ て 形成 され た と 考え られ る 小 規模 な 平野 が 存在 し 、 遺跡 は この 平野 の 南西 部 に 位置 し て 

いる 。 遺跡 の 層 序 か ら 第 MV 層 の 灰色 砂層 が か つて の 海岸 線 で ある と 想定 され 、 こ の 層 の 上 面 

は T. P. 約 1.0m で ある 。 な お 遺物 は 、 こ の 上 の 第 四 層 より 見 られ る こと か ら 岩 谷 遺 跡 は す 

で に 陸 化 し て いた よう で ある 。 

( 注 1) 田中 上 真吾 「 淡 路 島 南部 地域 の 地形 と その 特色 」『 淡 路 島 南 部 地域 学術 調査 報告 書 』 
1973 

( 注 2) 兵庫 県 文化 協会 編 『 淡 路 ・ 志 知 川 沖田 南 遣 跡 』 1987 

( 注 3) 洲本 測候所 調べ 。 

3 歴史 的 環境 ( 図 4) 

淡路 島内 に お いて 発掘 調査 され た 遺跡 は 、 他 地域 に 比較 し て 非常 に 少な い 。 し か し 近年 の 

大 規模 開発 に 伴っ て 、 地 元 の 研究 者 、 兵 庫 県 お よび 各市 町 教育 委員 会 に より 、 序 々  に で は あ 

る が 、 資 料 が 蓄積 され 、 淡 路 島 の 重要 性 が 再 認識 され つつ ある 。 

ここ で は 、 非 常に 限定 され た も の で ある が 、 発 掘 調査 の 有無 に こだわ ら ず 、 南 淡 町 を 中 心 

に 歴史 的 な 環境 に つい て 触れ て みた い 。 

旧 石 秦 時 代 か ら 縄文 時 代 の 遺跡 は 、 町 内 は も と より 三原 郡 内 に お いて も 10 カ 所 あま り を 数 

える に すぎ な い 。 そ の 中 に あっ て 長原 遺跡 (14) は 、 以 前 より サ ヌ カ イト 製 の 有 舌 和 失 頭 器 を 

含む 石器 が 多数 散布 する こと で よく 知ら れ て いる 。 平成 5 年 に 実施 し た 分 布 調査 に より 、 旧 

来 よ りか な り 広 範囲 に 遺物 は 散布 する こと が 分 か っ た 。 採集 遺物 に は 、 石 器 や サ ヌ カ イト 片 

が あり 、 土 器 を 伴っ て いな いと いっ た 特徴 が あげ られ る 。 また 奥 河 内 遺跡 (19) で は 、 費 文 

時 代 早期 に 位置 づけ られ る 山形 押 型 文 を 施し た 土器 が 出土 し て いる 。 い ずれ の 遺跡 も 具体 的 

な 様相 は と ら え に くい が 、 河 川 の 上 流域 に 立地 し て いる こと が 指摘 で きる 。 

次 の 弥生 時 代 に な る と 遺跡 数 が 増加 する と 共に 、 確 実に 集落 の 営み が 始ま る 。 そ の 実体 は 

三原 平野 を 中 心 に 明らか に な りつ つ あ り 、 同 平野 の 南側 の 太平 洋 に 面 す る 阿 万 ・ 福 良 地 域 に 

お いて も 遺跡 が 知ら れる よう に な っ て きた 。 

前 者 に つい て は 本 庄川 流域 に 、 河内 (20) ・ 佐 古谷 (21) の 両 遺 跡 、 塩屋 川 流域 に 初田 

遺跡 (24)、 そし て 北田 遺跡 (25) が 嶋 路 川 流域 に 見 られ る 。 後者 に は 今回 報告 する 岩谷 遺 

跡 (1) が ある 。 な お 現在 の と ころ 町 内 で は 、 前 期 ま で 遡る 遺跡 は 知ら れ て いな い 。 

弥生 時 代 の 中 頃 に な る と 、 瀬 戸 内 を 中 心 に 山地 や 丘陵 上 に 突如 と し て 遺跡 が 出現 し 始め る 。 

大 陸 と 内 を 結ぶ 海上 交通 の 要衝 に 位置 する 淡路 島 に も 、 そ の 痕跡 が みう けら れ 、 津名 郡 を 
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中 心 に その 傾向 が 強い 。 こ れ ら の 遺跡 は 、 中 国 の 文献 に 記載 され る 「 全 国 大 乱 」 な ど と いっ 

た 政治 的 混乱 と 結び つけ て 、 軍 事 的 な 性 格 を 強く 帯び た も の と 解釈 され て いる 。 町 内 に お い 

て も 、 立 地 や 出土 遺物 か ら 見 て 南 辺 寺山 頂 の 西山 遺跡 (3) も 同種 の 遺跡 と 考え られ る 。 は p 

他 の 時 代 と 墓 制 の 特徴 を も っ て 設定 され る 古墳 時 代 は 、 三 原平 野 の 縁辺 部 を 中 心 に 古墳 が 

確認 され て いる 。 こ の 内 、 現 在 町 内 で は 人 賀集 地域 に 7 基 、 阿 万 地域 に 2 基 、 沼 島 地 域 に 1 基 

が 知ら れる 。( き 2 た だ 現 段 階 で は 古墳 の 規模 ・ 内 部 構造 や 集落 と の 関係 な ど 不 明 な 点 が 多く 、 

今後 の 調査 課題 は 多い と いえ る 。 

淡路 を 特徴 づけ る 遺跡 と し て 製塩 遺跡 が あげ られ る が 、 三原 郡 内 に お いて も 弥生 か ら 古墳 
リバ に か がけ て あ を 使用 する 押 征 産 が 始ま る 。 信良 谷 に 面 する 大 合 (1)・ 玉 造 (2) 吊 中 

出土 し て いる 。 そ れ 以 後 の 塩 生 産 に 関し て は 、 考 古 学 的 に 実証 は 得 ら れ て いな い が 、 平城 宮 

出土 木簡 の 中 に 、 

「 淡 口 国 三原 郡 阿 礎 郷 戸主 [ _ ] 戸 同 [ _ ] 調 塩 三 斗 …」 

と 書か れ た も の が ある 。 は s ぁ 

さら に 「 兵 庫 北 関 入船 納 帳 」〈1445 年 ) に よる と 、 兵 庫 津 に 入港 し た 船 に 淡路 船 が 頻繁 に 
訟 め ら れる 。 そ の 内 、 三 原 船 の 積荷 の 大 半 が 塩 で ある こと が 非常 に 興味 深い 。 な 4 ゎ 中 世に 入っ 
て も 三原 地域 は 、 塩 を 生産 し 海上 交通 を 積極 的 に 活か し て 各地 と の 交易 を 展開 し て いた こと 

を うか が わせ る 。 

飛鳥 ご 奈良 時 代 に な る と 淡路 分 は 、 伴 令 制 に も と づき 南海 道 に 属す る 「 淡 路 国 」 と し て 位 

置 づ けら れ た 。 淡 路 国 は 阿 方 ・ 賀集 ・ 神 稲 ・ 榎 列 ・ 養 宜 ・ 幡多 ・ 條 文 の 7 郷 か ら な る 三原 郡 
と 10 郷 か ら な る 津名 郡 よ り 構 成 さ れる 。 こ の 内 、 阿 万 ・ 人 賀集 両 郷 が 現在 の 南 淡 町 内 に 比 定 さ 
れ て いる 。 ま た 両 地 域 に は 、 正 方 位 を と る 方 画 状 の 地 割 が 、 現 在 の 地 割 と し て 踏襲 され て い 

る と ころ も あり 、 地 方 で の 律令 制 を 考え る 上 で 貴重 な 資料 と いえ る 。 

普 路 国 を 総括 する 国府 の 位置 は 、 数 カ所 候補 地 が 挙げ られ て お り 、 文 献 資料 な どか ら 現 在 

の 三原 町 市 周辺 が 最も 有力 視 さ れ て いる 。 また 三原 郡 街 に つて は 現在 の と ころ 手がかり が な 

く 不 明 で ある 。 宗 教 施 設 の 中 心 で ある 国分 寺 ・ 国 分 尼寺 は 、 三 原町 八木 地域 に 建立 され た 。 
これ ら の 施設 の 需要 に と も な っ て か 三原 平野 の 山地 や 丘陵 裾 部 に は 、 人 須恵 器 や 瓦 の 寮 が 築 

か れる 。 人 賀集 の 戸川 池 察 慈 (18) か ら は 、 窓 片 と 奈良 時 代 後期 の 須恵 器 が 採集 され て いる 。 

此 内 と 四国 を 結ぶ 、 古 代官 道 「 南 海道 」 は 、 現 在 の 洲本 市 由良 三原 町 南 淡 町 福良 に 至 

る ルー ト が 想定 され て お り 、 こ の 官 道 治 い に は 、 幾 つか の 駅 家 が 設置 され た よう で ある 。 

平安 時 代 後期 に は 、 南 辺 寺 古 堂 芋 (4)、 正 福 寺 芝 (22)、 論 益 羽 神社 (18) と いっ た 遺跡 
が 営ま れる 。 こ れ ら の 遺跡 の 採集 遺物 に は 瓦 が あり 寺院 基 と 考え られ て いる 。 こ の 時 期 の 寺 
院 は 山地 の 頂上 や 山裾 と いっ た 立地 上 の 共通 点 が 見 られ 、 南 辺 寺 古 堂 (4 ) で は 、 国 分 寺 
と 同和 鑑 の 軒 丸 ・ 軒 平 瓦 が ある 。 き 5 また 郡 内 に は この 頃 、 阿 万 庄や 賀集 庄 な ど 幾 つか の 墓 園 
が 成立 する 。 先 の 寺院 基 と は 別に 石 ケ 坪 遺跡 6) で は 、 平 安 時 代 の 遺物 が 比較 的 まとまっ 

て 出土 し て お り 、 周 辺 に 集落 が 存在 する こと を 予想 させ る 。 ま た 北田 遺跡 5) で は 平安 か 

ら 室 町 時 代 に か け て の 四面 に 席 を 持つ 掘 立柱 建物 基 な ど が 確認 され て いる 。 



以上 、 南 淡 町 内 を 中 心 に 歴史 的 な 環境 に つい て 簡単 で は ある が 述べ て みた 。 現 在 ま で の と 

ころ 町 内 は も ちろ ん 郡 内 に お いて も 、 考 古 学 的 な 調査 が 十分 実施 され て いる と は いえ ず 、 決 

し て 満足 いく 内 容 と は いい が た い 。 ま た 、 海 上 交通 の 要衝 に 位置 する 淡路 島 が 持つ 特殊 な 地 

理 的 要因 に より 、 周 辺 地 域 と の 対比 も 重要 な 作業 と な っ て くる で あろ う 。 今後 の 資料 増加 を 

待っ て 補足 お よび 訂正 を 行っ て いき た い 。 

( 注 1) 淡路 文化 資料 館 編 「 弥 馬 人 台 国 の 時 代 と 淡路 島 」 1987 

( 注 2) 淡路 文化 資料 館 編 『 淡 路 島 の 古墳 時 代 』 1993 

( 注 3) 三原 郡 史 編 令 委 員 会 編 『 三 原 郡 史 』 1979 

( 注 4) 武田 信 一 「 兵 庫 北 関 入船 納 帳 の 淡路 船 に つい て 」『 歴 史 と 神戸 』 第 26 巻 4 号 1987 

( 注 5) 岡本 稔 「 第 二 淡路 二 国分 寺 ( 二 )」『 新 修 国 分 寺 の 研究 第 五 巻 上 南 海道 」 1987 

その 他 参 考 文献 

兵庫 県 教育 委員 会 編 『 特 別 地 域 埋蔵 文化 財 遺跡 分 布地 図 及 び 地 名 表 』 1972 

沼 島 遺跡 ・ 遺 物 分 布 調査 団 「 考 古 学 上 か ら み た 沼 島 』 1974 
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調査 は 、 コ ンク リー ト 擁 護 壁 が 設置 され る 一 部 と 周辺 の 拡張 部 を 合せ た 64 再 を 対象 に し て 

行なっ た 。 調査 区 の 幅 が 約 4 m、 長 さ が 約 16m の トレ ンチ を 谷 の 出入 り 口 に 平行 し て 設定 し 
た 格好 と な っ て いる 。 

1 

ここ で は 、 調 査 区 の 南 壁 ( 海 側 ) の 土 層 堆積 を 見 て みる 。 基 本 的 に は 、 上 か ら 整 地層 ([ 

4 7 層 )、 黒 色 系 砂 質 土 層 ( 四 層 ・1112 1 2 層 )、 黄 色 一 灰色 系 粘 質 土 層 (II 層 ・ 

剛 )、 灰色 系 砂層 (V 層 ・13 一 14 層 ) の 4 層 に 大 ま か * 

層 ・ 

分 層 で きる 。 
に 
ンー 

図 5 調査 区 設定 図



さら に 各 土 層 を 細か く 見 る と 、 コ ンク リー ト ・ 瓦 と いっ た 産業 廃棄 物 を 含む 現代 の 整地 層 

が 約 70m の 厚 さ で ほぼ 均一 に 堆積 する 。 一 方 当該 地 の ベ ー ス と な る 砂層 は 西方 向 つ まり 山側 

に むか っ て 、 序 々 に 高度 を 増す た め 、 粘 質 土 層 ・ 砂 質 土 層 と も に その 厚 さ が 薄く な る 。 ま た 

粘 質 土 の 最 下 層 は 、 遺 物 な どの 混入 物 を 多く 含ん だ 汚れ た 土壌 で あり 、 調 査 区 の 西側 で その 

傾向 が 強い 。 こ の 粘 質 ・ 砂 質 土 層 と 砂層 の 上 層 に 遺物 が 含ま れ て お り 、 砂 質 土 層 か ら の 出土 

が 非常 に 顕著 で あっ た 。 

その 遺物 は いずれ も 細 片 化し て いる が 、 砂 質 土 層 に は 弥生 土器 、 粘 質 土 層 に は 律令 期 以降 

の 土器 が 多い と いう 傾向 に ある 。 し か し 人 砂 質 土 層 に も 、 わ ず か で は ある が 須恵 突 や 黒色 土 突 

な ど が 見 られ る こと か ら 、 か な り 年 代 幅 を 持っ た 包含 層 と いえ る 。 

砂層 は 、 調 査 地 の 標高 な どか ら 見 て 、 か つて の 海岸 線 で あっ た と 想像 され 、 そ の 後 沖積 作 

用 や 埋立 て が 進み 、 現 在 に いた っ て いる 。 ま た この 海岸 も 荒波 が 常に 押し 寄せ する よう な 場所 

で な く 、 穏 や か な 砂浜 状 を な し て いた と 思わ れる 。 

本 調査 に お いて 、 こ の 砂層 の 上 に 堆積 する 砂 質 土 層 か ら は 、 非 常に 多く の 弥生 土 突 が 出土 

し た が 、 遺 構 に つい て は 顕著 な も の は 確認 し えな っ か っ た 。 し か し 、 遺 物 の 出土 状況 や 地形 

か ら 推 測 す る と 、 弥 生 時 代 に は 、 調 査 地 北側 の さら に 谷 の 奥まっ た 場所 を 生活 の 中 心 と し て 

いた と 考え られ る 。 

2 遺構 ( 図 6ー8) 

本 調査 に より 確認 で きた 遺構 面 は 、 近 ・ 現 代 を 含め て 3 面 (AーC 面 ) ある 。 し か し 、 調 

査 面積 の 関係 な どか ら そ の 性 格 や 年 代 を 積極 的 に 示す 資料 が 非常 に 少な い 。 こ こ で は 、 人 確認 

で きた 遺構 を 時 期 的 に 新しい も の か ら 見 て いく こと に する 。 

A 面 

整地 層 を 除去 し た 段階 、 つ まり 粘 質 土 層 上 面 で 調査 区 の いた る と ころ で コン クリ ー ト 製 の 

排水 溝 な ど が 露出 し 始め た 。 こ の コン クリ ー ト 製 の 施設 に 一 部 平行 し て 、 同 一 面 で 平面 形 が 

隅 丸 方 形 を な し 、 直 径 約 50cm を 測る 土 層 な ど を 確認 し た 。 こ れ ら の 土塊 は 、 中 央 に 人 頭 大 の 

平 な 石 を 据え て 、 そ の 周り や 上 方 に は それ より 小さ め の 石 が 密 に 詰まっ て いた 。 そ の 内 の し L 

K03 か ら 近 世 以 降 に 属す る と 思わ れる 糞 し 瓦 片 が 出土 し て いる 。 こ れ ら の 施設 は 旧 日 本 軍 の 

兵舎 も し く は 旧 福 良 中 学校 に 伴う も の で ある と 考え られ る 。 

B 面 

暗 灰色 砂 質 土 層 を 上 面 と する 遺構 に は 、 顕 考 で は な い が 、 調 査 区 の ほぼ 全面 で 直径 20am あ 

まり の 小穴 や 、 土 撤 状 の 遺構 が 確認 で きた 。 そ の 内 調査 区 中 央 に お いて 、 最 低 南 北 1 間 、 東 

西 2 間 以 上 の 建物 基 が 成立 する も の と 思わ れる 。 柱 穴 と 考え られ る 遺構 の 大 き さ は 、 直 径 約 

2025em の 円 形 で 検出 面 よ り 30am あ まり の 深 さ を 有する 。 ま た 各 遺 構 の 間隔 は 2.1m あ まり 

を 測る 。 遺物 は PP13 よ り 土 争 (16)、PP16 よ り 土 師 器 橋 の 体 部 片 (117) が それ ぞ れ 埋 土 

中 より 出土 し て いる 。 
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中 する 。 こ れ は 先 の 石 の 集中 と は や や 異な り 石 も 大 きく 、 散 在 す る 格好 と な っ て いる 。 し か 

し 、 そ れ ぞ れ の 石 の 表面 的 な 二 次 的 変化 は 認め られ な い 。 遺物 は 落ち こみ 内 や 石 の 際 間 か ら 

細 片 化し た 弥生 土器 (70・88) や サ ヌ カ イト 片 が 出土 し て いる 。



= 出土 遺物 

1 _ 弥生 土器 (図版 1 ー5 ・1620) 

岩谷 遺跡 の 調査 で は 、 調 査 面積 (64 豆 ) か ら 考 える と 、 非 常に 多い コン テ ナ 22 箱 分 の 遺物 

が 出土 し た 。 そ の 多く は 、 遺 物 包含 層 か ら 出土 し た 弥生 土器 で 占め られ て いる 。 

遺物 包含 層 は 大 別 す る と 、1) 粘 質 土 層 、2 ) 砂 質 土 層 、3 ) 砂層 と 3 区 分 で き 、 そ れ ぞ 

れ 遺 物 を 含有 し て いた が 、 2 ) 砂 質 土 層 か ら の 出土 量 が 顕著 で あっ た 。 以下 、 突 種別 に 述べ 

て いく こと に する 。 

客 (1 へ 16) 

口径 15m と 20am に 大 別 で き 、 そ の 形態 は 屈曲 が 明瞭 な 「 く 」 の 字形 の 口 頸 部 を も つも の が 

ほとん ど で あ る 。 

品 縁 端 部 は 外側 に 面 を な し 、 上 方 に ナ デ 調 整 に より 肥厚 し 、 端 面 に は 1 3 条 の 浅い 目線 

を 施す 。 口 縁 端 部 が 面 を も た ず に 終わ る も の は わずか で あり 、 そ の うち 16 は 部 に 指 頭 圧 痕 

を 顕著 に 残し 、 外 面 タ タキ 目 調整 と や や 他 の 土器 より 時 代 が 新しい よう で ある 。 

砂 質 土 層 出土 の 狼 は ほとん ど が 内 外面 共に ナ デ 調 整 で ある が 、 砂 層 出 土 は 外面 ハケ 目 調 整 

を 施し て いる 。 

高 杯 ( 杯 部 ) (17 ご 26) 

口径 20m 以 上 が ほとん ど で あ る が 小型 (口径 16am) も ある 。 口 縁 部 は ほぼ 直角 に 立ち 上 が 

り 、 上 方 外側 に 面 を な す 。 外面 に 粘土 継ぎ 足し に よる 明瞭 な 筐 を 持つ 。 外面 に 凹 線 文 を 施す 

杯 部 1) も ある が 1 点 の み で ある 。24 は 口 縁 部 が ほぼ 水平 に 開き 、 口 縁 端 部 外面 に 2 条 の 

凹 線 を 施す 。 他 の 杯 部 の 調整 が 内 外面 共に ナ デ 調 整 で ある の に 対し 、 こ れ は ヘラ 削り 後 ナ デ 

調整 を 行っ て いる 。 

高 杯 ( 脚 部 ) (36 ご 48) 

底 径 10m に 満た な いも の と 13m 前 後 の も の に 大 別 で きる が その 形態 は すべ て が 「 ハ ハ 」 の 字 

形 に 開く 裾 部 で 、 端 部 が 面 を な し 上 方 に 肥厚 し て いる 。 ほ と ん ど が 円 孔 を 施し て お り 、 内 面 

ヘラ 削り 、 外 面 ナ デ 調 整 で ある 。 

45 は 底 径 9.5em と 小型 で あり 、 器 壁 は 他 よ り 薄 く 、 裾 端 部 は 面 を な す が 上 方 に 肥厚 し な い 

な ど 他 の 脚 部 と 異な る 形態 を し て いる 。47 は 柱状 部 の み の 残 存 で ある が 、 柱 状 部 と 裾 部 の 境 

付近 に 7 条 の 凹 線 文 を 施し 、 内 面 は 柱状 部 ヘラ 削り 、 裾 部 指 頭 圧 痕 が 顕著 で ある 。 

高 杯 は 杯 部 ・ 脚 部 と も に 端 部 の み の 出土 で ある た め 、 杯 底部 が 円 板 充 寺 で ある か 粘土 充 

で ある か は 人 不明 で ある 。 



その 他 の 脚 部 (33 ご 35・49…54) 

33・34 は 台 付 吉 、49 一 54 は 器 台 の 脚 部 と 思わ れる 。34 は 円 雛形 で 浅い 凹 線 文 を 1 条 づ つっ 2 

邊 に 巡ら し 、 そ れ と 重なる よう に 2 段 の 円 孔 を 施す 。 5 穴 残 存 し て お り そ の うち 2 穴 は 未 貫 

通 で ある 。35 は 高 杯 脚 部 と 思わ れる が 岩谷 高 杯 の 形態 と 異な る た めこ こ に 分 類 し た 。 直線 的 

に 開く 円 雛形 で あり 、 裾 端 部 は 丸く 終わ る 。 裾 部 に 円 孔 2 穴 残存 し 、8 穴 に な る 可能 性 が あ 

る 。954 は 厚手 の 大 型 で あり 、 裾 部 内 側 に 粘土 折り 返し 痕 が 残る 。 

器 台 (30 へ 31) 

31 は 雷 を 伏せ な た よう に 丸み を 帯び た 杯 部 で ある 。 口 縁 端 部 は 上 方 に 面 を な し 、 口 縁 外面 に 

凹 線 文 を 施す 。 

無 頭 富 ・ 鉢 (55 へ 58) 

55 は 人 台 付 無 顕 電 の 二 部 で あり 、 口 縁 下 と 体 部 屈曲 部 に 1 条 の 凹 線 文 を 巡ら す 。56 は 口径 

7.9m と 小型 で あり 、 口 縁 や や 下 に 円 孔 を も つ 。57・58 は 台 付 鉢 の 口 縁 部 で あり 、 段 状 口 縁 

端面 に 欄 描 列 点 文 、 そ の 下 に 父 状 文 が 施さ れ 、58 は 円 孔 を 穴 つ 。 

堆 (59 へ 71) 

広口 直 口 夫 (59、 広 口 宣 6068)、 頸 部 (69・70)、 体 部 (71) が 出土 し た 。 

59 は 口 縁 端 部 が 内 側 に 肥厚 し 、 外 側 に 刻み 目 文 を 施す 。 

広口 志 は 口径 15m と 20am に 大 別 で き 、 口 縁 部 は な だ ら か に 外 反し 、 口 緑 端 部 は 外側 に 面 を 

な し 、2ー 4 条 の 目線 文 を 端面 に 施す 。61 は 3 条 の 凹 線 文 を 施し た 後 、 2 本 の 波状 文 を 描く 。 

6466 は この 端面 に 2 段 の 竹 管 文 を 、67 は 口 縁 内 面 に 格子 条文 を 施す 。68 の 口 緑 は ラッ パ 状 

に 開き 、 口 縁 内 面 に は 連続 刺 突 文 を 施す 。 

鍵 部 70 は 、7 条 の 太い 凹 線 文 を 施し て お り 、 直 線 的 な 頸 部 より 強く 屈曲 し て 体 部 へ 広がる 。 

内 面 に は 指 頭 圧 痕 が 顕著 に 残る 。 

体 部 711 は 体 部 最大 径 12.2cam と 小型 の 憲 も し く は 水差し で ある 。 体 部 は 屈曲 が 強く 、 算 盤 玉 

形 を 呈す る 。 屈曲 部 内 面 に は 指 ナ デ 痕 が 顕著 で あり 、 外 面 に は 刺 突 文 が 2 段 施 され る 。 

その 他 (72 一 75) 

75 は 突 壁 内 面 が わずか に 残っ て お り 、 そ の 湾曲 か ら 水差し の 把手 と 思わ れる 。 

底部 (76 へ 90) 

いずれ も 底部 は 明瞭 に 残っ て いる が 、90 の み 外 面 に タタ キ 調 整 を 行い 、 底 部 も は ほとん ど 退 

化し て いる 。 

底 径 5 mm 前後 と 9 前 後 の も の に 大 別 で きる 。88 は 故意 か 偶然 か わか ら な い が 中 に 大 き な 

休 が 1 つ 入 っ た 正 位置 の 状態 で 出土 し た 。 



体 部 (91 へ 102) 

91 は LX03 か ら の 出土 で ある 。92ー95 は 外面 に 横 描 の 直線 文 、 波 状 文 、 斜 格子 文 、 往 状 文 

が 施さ れ て いる 。 特 に 93 は 大 型 の 堆 と な る 可能 性 が ある 。97 は 太目 の タタ キ の うえ に 簡 描 列 

点 文 が 施さ れ て いる 。100 は 刺 突 文 と 円 孔 が み ら れ る 。102 は 小型 疾 で あり 、 底 部 と 体 部 の 境 

付近 まで 細身 の 連続 螺旋 タタ キ が 施さ れ て お り 、 底 部 は 突出 する と 思わ れる 。 1 様式 新しい 

よう で ある 。 

2 製塩 土器 (図版 6 ・21・22 

出土 し た 製塩 土器 は 、 個 体 数 に し て 10 数 語 あ る 。 い ずれ も 細 片 化し た 上 に 摩 江 し て お り 、 

遺存 状況 は 良好 と は いえ な い 。 製塩 土器 の 量 が 遺物 の 全 出土 総量 の 中 で 占め る 割合 は 非常 に 

低い が 、 他 の 土器 片 の 中 に 二 次 焼 成 を 受け て 変色 し て いる 物 も 若干 で は ある が 認め られ る 。 

有する も の と 焼 塩 過程 で 使用 され た と 考え られ て いる 丸 放 の も の で ある 。 た だ し 全体 の 器 形 

を 復元 で きる 遺物 は 含ま れ て いな か っ た 。 

遺物 の 出土 地区 は 、 調 査 区 内 に お いて 特に 顕著 な 傾向 は な い が 、 脚 台 を 有する も の は 砂 質 

土 か ら の 出土 が 約 半数 を 占め る 。 

103109 は 、 旗 部 の 直径 が 約 4 mm を は か る 。 先 の 4 者 は 底部 内 面 に は 0.5 一 1 am あま り の 

凹み を 有する が 、108、109 の 底部 外面 は 平滑 な 作り で ある 。 ま た 107、109 は 脚 台 端 部 の 亀 表 

や 反り 返り と いっ た 現象 が 見 られ る 。 こ れ は 、 お そら く 体 部 製作 時 に 上 か ら の 圧力 に より 上 生 

じ た も の と 思わ れる 。 さらに 107 は 体 部 と 底部 の 境界 に わずか な 接合 の 跡 が 認め られ 、 二 段 

階 に 分 け て 製作 さき れ た こと が 観察 で きる 。 

110 は 底部 の 直径 ・ 器 壁 の 厚 さ か ら 見 て 、 他 の 製塩 土器 に 比べ て や や 大 型 で ある 。 ま た 体 

部 外面 に タタ キ 目 が の こり 、 内 面 は ナ デ 調 整 が 施さ れる 。 

111 は 底部 が 破損 し て いる た め 、 正 確 な 直径 は 計測 不可 能 で ある 。110 同 様 に 体 部 外面 に 荒 

い タ タキ 目 が 施さ れ 、 他 の も の に 比較 し て 二 次 的 加熱 が 著しく 、 外 面 が 黒色 と な っ て いる 。 

112・113 は 非常 に 小さ な 断片 的 な 資料 で ある が 、 底 部 の 形態 が 丸 底 と な る 体 部 の 一 部 と 考 

えら れる 。 内 面 に は 細か な 布目 痕 が 残り 、 内 璧 の 厚 さ が 112 は 0.7am、118 は 1 生 で ある 。 体 

部 内 面 に 布目 痕 を 持つ 製塩 土器 が 出土 し た 遺跡 は 、 島内 で は 西 淡 町 所 在 の 谷町 筋 遺 跡 D と 
あと や ま 

後山 遺跡 が ある 。 

\
)
 

注 1) 兵庫 県 教育 委員 会 編 「 谷 町 筋 遺 跡 』 1990 

3 その 他 の 土器 (図版 6・7・22) 

これ まで 紹介 し て きた 土器 の 他 に 須恵 突 ・ 土 師 只 ・ 黒色 土器 な ど が ある 。 こ こ で は それ 

ぞ れ に つい て 図 化 し 説明 する 。 

114・115 は 黒色 土器 の 底部 で あり 、 内 面 の み が 黒色 と な っ て いる 。 い ずれ も 断面 が 逆 三角 



形 の 高台 が つい て いる 。 

116 は 土師 突 皿 と 思わ れる 口 縁 部 で ある 。 口 緑 端 部 が わずか に 外 反 し 、 内 面 に は 一 条 の 浅 
い 凹 み が 認 め ら れる 。 

117 は 土師 突 導 体 部 の 上 半 部 と 思わ れる 。 外 面 に は 荒い 縦 方 向 の ハケ 調整 が 施さ れ 、 内 面 

に は 煮 た き に 使用 し た た めか 黒い 付着 物 が 観察 で きる 。 

118 一 122 は いずれ も 須恵 器 の 雪 身 で ある 。121・122 は 比較 的 低い 高台 が 底部 の 端 に つい て 

いる の に 対し て 、118120 は 高台 が つか ず 、 旗 部 外面 に ヘラ 切り の 成形 痕 が 残る も の が ある 。 

123 一 125 は 高台 が つい た 須恵 右 塊 の 底部 と 思わ れる 。 い ずれ も 比較 的 高い 高台 が つい て お 

り 、123・124 の 高台 は 「 ハ ハ 」 の 字 状 と な る の に 対し て 125 の 高台 は 、 ほ ぼ 垂 直方 向 に つい て 

いる 。 

126 は 須恵 器 の 底部 で ある 。 他 の 人 須恵 器 と 比較 し て 器 壁 が 厚く 、 器 形 と し て は 誰が 考え ら 

れる 。 

127・128 は 須恵 穴 の 雪 蓋 で ある 。127 は LX32 ( 集 石 ) の すぐ 下 か ら の 出土 で ある 。 

129 は 須恵 器 の 電 も し く は 導 の 口 縁 部 で 、 端 部 を 上 下 に わずか に 拡張 し た 特徴 を 有する 。 

4 石器 ・ 石 製品 (図版 8 -10・23ー25) 

石 秦 は 形態 が 知ら れる も の は 43 点 出土 し た 。 こ こ で は 佐原 眞 氏 の 分 類 法 に 従う 。 内訳 は 凹 

基 式 1 点 、 凸 基 無 茎 式 2 点 、 凸 基 有 茎 式 34 点 、 石 雛 5 点 、 打 製 石 包丁 1 点 で ある 。 

凹 基 式 (1 ) 

片方 の 逆 刺 が わずか に 欠損 し て いる が ほ ば ぼ 完 形 。 長 さ 1.65em、 幅 1.5em と 小型 で ある 。 片 

面 の 兵 り は 一 度 の 打点 に よる 。 

凸 基 無 茎 式 (2 3 ) 
2 点 と も 長 さ は 3 m ほ ど で あ る 。 2 は 両面 に 主要 父 離 面 を 持ち 、 大 きい 計 離 を 加え て わ ず 

か で ある が 茅部 と 鍼 身 を 区 別して いる 。 側 辺 に は 鍋 歯 状 生 離 が 施さ れる 。 石 材 は サ ヌ カ イト 
で ある が この 1 点 だ けが 二 上 山 産 と 思わ れる 石材 で ある 。 3 は 厚 さ 0.62m で あり 断面 が は ば 
円 形 に ちか く 、 鏡 が 両面 に 明瞭 に ある 。 逆 刺 と 思わ れる 突起 が わずか に 認め られ る 。 

凸 基 有 茎 式 (4 へ 37) 

34 点 の うち 6 点 (3237) は 先端 部 の み で ある が その 形態 、 土 器 実 年 代 よ りこ こ に 分 類 し 

た 。 小型 ( 長 さ 3 以内 ) で は 逆 刺 が 角 を な す も の (I 類 ) と な さ な い も の (II 類 ) と に 、 

また 、 大 型 ( 長 さ 3 m 以 上 ) で は 逆 刺 が 角 を な す も の (本 類 ) と な さ な い も の (my 類 )、 柳 

葉 型 の も の (V 類 )、 幅 が 細い も の (VI 類 ) と に 分 類 で きる 。 

1 類 一 一 9 点 (4 一 12)。 長 さ 3 mm 前後 。 4 一 9 は 側 辺 が 直線 的 に の び 、 8 は 長 さ 2. 05mm 

と 最小 で ある 。10 は 側 辺 が や や 外 湾 する 。11 は 鍼 身 が 正三 角形 で 逆 刺 が 大 きい 。12 は 逆 刺 か 

ら 側 辺 が 内 湾 し 、 非 常に 細身 の 形態 で ある 。 



I 類 一 一 1 点 (18)。 逆 刺 が 角 を な さ ず 円 く な だ ら か で 、 攻 部 の 挟 り は 不明 瞭 で ある 。 

世 類 一 一 15 点 。 幅 が 広い も の (1428) と 狭い も の (24 一 28) に 大 別 で きる 。14 は 茎 部 

を 欠損 し て いる が ほ ば 完 形 、 挟 り は 他 よ り も 浅く 、 側 辺 は や や 外 湾 する 。1517 は 厚手 で あ 

り 、 作 り が 雑 な 感 が ある 。24・25 は 側 辺 が 直線 的 に の び 薄 手 で あり 、24 は 茅 部 が 欠損 し て い 

る が 全体 的 に きゃ し ゃ な 形態 で ある 。 側 辺 が 大 きく 内 湾 し 逆 刺 か ら 茎 部 に か け て も 内 湾 す る 

27 は I 類 12 と 似 た 形態 を 持つ 。 

mV 類 一 一 1 点 (29)。 側 辺 が 外 湾 し 、 茎 部 は 太め で ある 。 成形 失 敗 な の か 厚 さ が 均一 で な 

い 。 

V 類 一 一 1 点 <30)。 先端 部 は 欠損 し て いる 。 茅 部 の 作り 出し は 一 度 の 大 き な 講 離 に よる 

も の と 率 離 の 方 向 を 変え ず に 幅 、 深 さ 、 回 数 等 を 調節 する も の を 併用 し て いる 。 復元 すれ ば 

5 画 は 超え る 大 型 に な る 。 

VI 類 一 一 1 点 (⑳)。 長 さ に 比べ て 幅 が 非常 に 細い 。 片面 に 庄 離 面 を わずか に 残す 。 

石 雛 (3842) 

頭 部 と 細長 い 雛 部 を 作り 出す 形態 で ある が 、 頭 部 と 雛 部 が 明瞭 に 区 別 さ れ て いな いも の (て (1 

類 ) と され て いる も の (II 類 ) に 分 類 で きる 。 

I 類 一 一 3 点 38 一 40)。38 は 両面 に 主要 計 離 面 を 持ち 、 わ ず か で ある が 頭 部 を 調整 し て 

いる 。 3 点 と も 明確 な 使用 痕跡 は 認め られ な い 。 

II 類 一 一 2 点 (41 一 42)。41 は 両面 に 主要 半 離 面 を 持ち 、 雛 部 、 雛 部 と 頭 部 の 境 付近 まで 

調整 が 入る 。 

石 包丁 (43) 

完 形 で は な い が 打 製 石 包丁 が 1 点 出 土 し た 。 檜 円 形 で 雇 り は わずか で ある が 痕跡 を 留め 、 

主要 壮 離 面 を 持つ 。 

その 他 (4459) 

ここ で は 完成 品 で は な い が 、 2 次 調整 を 確認 で きる も の を 一 括 し た 。 

4449 は 石 鎮 の 未完 成品 と も 判断 で きる 剃 片 で ある 。48 は 完成 する と 7 に は な る と 思わ 

れる 大 型 品 で ある 。49 は ほぼ ば 完 形 に 近い が 茅部 の 作り 出し が あま いこ と か ら 、 林 完成 品 と し 

た 。 

50・51 は や や 小振り で ある が 、52ー56 は 6 g 以上 の 大 塊 で ある 。 

石 製品 (60 へ 62) 

砂岩 系 の 石 は 多く 出土 し た が 、 そ の 中 で 人 為 的 な 痕跡 を 残す も の を 取り 出し た 。 

60 は 三方 が 平坦 面 で あり 、 な め ら か に な っ て いる こと か ら 、 や や 小振り で は ある が 砥石 と 

思わ れる 。61 は 結晶 片岩 で 周囲 が 著しく 摩耗 し て お り 、 性 格 不 明 で ある 。62 は 砂岩 系 で 打 痕 

と 思わ れる 小さ い 凹 み が あ り 、 サ ヌカ イト が 多量 に 出土 し て いる こと か ら 石 突 製作 工具 と 思 

われ る 。 重量 は 955g で ある 。 



5 土 鑑 (図版 11・25) 

土 鍵 は 全部 で 16 点 出土 し た 。 管状 土 舞 6 点 、 棒 状 土 鍵 6 点 、 有 灘 土 舞 4 点 で ある 。 

管状 土 鍵 (1 ご 6) 

大 型 品 と 小型 品 に 分 けら れ 、 大 型 品 (1 3 ) は 重量 約 170g、 最大 幅 5 前 後 と ほぼ 一 
定 で ある の に 対し 、 小型 品 (4ー6) は 重量 39 g、 最大 幅 0.91.5aem と ば ら つ き が ある 。 

2 は 胎土 中 に 0.21.0m の 礎 を 多く 含有 し 、 また 植物 の 茅 の 痕跡 が あり 故意 の 混入 か 自然 
か は 不明 で ある 。 

棒状 土 畠 (7 へ 12) 

大 型 品 と 小型 品 に 分 けら れ 、 大 型 品 (7・ 8 は 完 形 で は な い が 復 元 長 約 10m、 重 量 30 g 
以上 に な る と 思わ れる 。 小型 品 (9 一 12) は 11・12 が 完 形 で あり 、 長 さ 6.8am、 重 量 1721 
g で ある 。 両端 部 は 窒 孔 の た め 、 扇 平 化 し て いる (12)。 

有 溝 土 無 (13 へ 16) 

ほ ば 均一 の 形態 を し て お り 、 長 さ 7 em、 最 大 幅 4 am 前 後 と な る 。 焼成 は どれ も 良い と は 言 
い 難 く 、 特 に 14 は 不良 で 軟質 で ある 。



IMV まとめ 

1 _ 弥生 土器 

岩谷 遺跡 の 調査 で 出土 し た 弥生 土器 は 、 完 形 品 は な い が 大 き な 破 片 が 比較 的 多く 、 妃 表面 

の 観察 も や や 交 離 が み ら れ る が さほど 困難 で は な い 。 

器 種 と し て は 疾 、 夫 、 高 杯 、 鉢 と 多種 出土 し た 。 な か で も 疾 や 電 、 高 杯 杯 部 の ほとん ど に 

凹 線 文 が 施さ れ て お り 、 第 MV 様式 後半 の 土器 で ある 。 

岩谷 遺跡 出土 土器 の 特徴 は 右 種別 に みる と 、 

橋 一 一 一 部 強く 「 く 」 の 字 に 屈曲 し 、 口 縁 端 部 上 方 肥厚 、 端 面 に 数 条 の 凹 線 文 が 施 

され る 。 

堆 一 一 一 広口 電 が 多く 、 凹 線 文 、 竹 管 文 、 波 状 文 と 装飾 に 富む 。 

高 株 一 一 口 縁 端 部 は すべ て 面 を な し 、 杯 屈曲 部 に 明瞭 な 積 を も つ 。 脚 部 は 裾 が 大 きく 

「 ハ 」 の 字 に 開き 、 裾 端 部 上 方 に 肥厚 し 、 面 を な す 。 ほ と ん どの 脚 部 に 円 孔 

が 穴 た れ て いる 。 

と な る 。 特に 高 杯 が 木 栓 型 高 杯 や 円 形 浮 文 等 で 加 飾 され た も の や 淡路 型 問 台 等 、 同 時 代 の 遺 

跡 の 一 般 的 な 構成 で は な く 、 こ の 形態 の み で 構成 され て いる の は 島内 の 他 遺 跡 で は み ら れ ず 、 

岩谷 遺跡 の 特徴 と 言え る 。 ま た 、 島 内 で 出土 数 が 少な い 位 状 文 を も つ 台 付 鉢 の 口 縁 部 も 数 点 

出土 し 、 岩 谷 遺 跡 が 重要 な 位置 に あっ た こと は 間違い な いで あろ う 。 

北 淡路 西部 は 備讃 瀬 戸 ・ 播 磨 、 東 部 は 摂津 、 洲本 は 河内 ・ 紀 伊 、 南 淡路 が 阿波 ・ 讃 岐 地 方 

の 影響 を 受け て いる こと は 、 島 内 の 遺跡 か ら 出土 する 土器 に より 明確 で ある 。 和 良好 の 湾 で あ 

る 福良 湾 に 面 す る 岩谷 遺跡 は 阿波 ・ 讃 岐 地 方 の 影響 範囲 で ある が 、 高 杯 杯 部 の 形態 は 山陽 地 

方 の 影響 が 認め られ 、 そ れ は 淡路 島 が 東部 瀬戸 内 に お いて 、 明 石 海峡 ・ 友 ケ 詞 水道 ・ 鳴 門 海 

峡 を 形成 する 上 で 軍事 ・ 経 済 面 で 重要 な 位置 に あっ た こと が 大 き な 人 役割 を 果たし て いる 。 

参考 文献 

兵庫 県 教育 委員 会 編 『 寺 中 遺跡 』 1988 

兵庫 県 教育 委員 会 編 「 森 遺跡 』 1988 

財団 法人 兵庫 県 文化 協会 編 「 大 森谷 遺跡 』 1985 

2 _ 石 突 

1 は 非常 に 薄手 の 小型 品 で あり 、 土 器 年 代 よ りや や 先行 する と 思わ れる 。 2 、3 は 同種 と 

し た が 詳細 を 観る と 機能 部 、 丁 寧 度 の 相違 が 著しく 、 石 材 が 異な る こと か ら 2 は 製品 と し て 

搬入 され た か 、 も し く は 、 サ ヌカ イト 計 片 も 多量 に 出土 し て お り 二 上 山系 の 原石 と と も 作り 

手 の 移動 が あっ た と も 推測 で きる が 、 出 土 数 が 少な いた め 断 定 は で き な い 。 



31 は 非常 に 細身 で あり 、 現 在 淡路 島 島内 で は まだ 出土 を みな い 形態 で ある 。 良好 の 漁場 で 
ある 鳴 門 海峡 を 眼前 に ひか える 本 遺跡 を 考慮 する と 、 漁 払 具 の ヤス と の 見 方 が で き る 。 し か 
し 、 釣 針 ・ モ リ ・ ヤ ス 等 骨 角 製品 の 出土 が 全く な く 1 点 し か な く 報 告 例 も な いた め 、 断定 は 
困難 で あり これ か ら の 発掘 調査 に 期待 し た い 。 

12、27 は 凸 基 有 茅 式 石 鱗 の な か で も や や 特異 な 形態 を 持ち 、 側 辺 、 菜 と も に 内 湾 し 葵 形 を 
時 する 。31 同 様 に この 地域 の 特徴 と 言え る の で は な いで あろ うか 。 
44ー50 は 未完 成品 で ある が 石 鱗 と 判断 で きる と ころ まで 調整 が 行わ れ て いる 。 
出土 石 鍼 総数 87 点 の うち 、 止 基 無 茎 式 1 点 、 凸 基 無 菜 式 2 点 、 凸 基 有 茎 式 34 点 と 凸 基 有 茎 
式 が 大 部 分 を 占め 、 ま た 、 特 に 18・20 は 復元 長 は 5 mm を 超え る も の と な り 、 大 形 化 を 認め る 
こと が で きる 。 

製品 は 主要 語 離 面 を ほとん ど 残 さ な い まで 調整 が 加え られ て お り 、 素材 の 変形 度 が 大 きい 
こと が う か が え 、 非 常に 小さ な サ ヌ カ イト 率 片 が 多かっ た の も その た めで あろ る う 。 
石 鱗 及 び 未 製品 は すべ て 讃岐 産 と 思わ れる サ ヌ カ イト で ある が 、 そ の うち 製品 で は 1 点 、 
剃 片 内 に も 二 上 山 産 の サ ヌ カ イト の 存在 が 肉眼 観察 に よっ て 判明 し て いる 。 淡路 島 島 内 で も 
サ ヌ カ イト を 産出 する が 少量 で 質 も あま り 良 いと は いえ ず 、 む し ろ 讃 岐 か ら の 原 材 獲得 の ほ 
う が 効 率 が よい 。 ここ に 四国 一 淡路 間 の 石 の 流通 が 存在 する わけ で ある が 、 二 上 山系 の サ ヌ 
カイ ト も 出土 し て いる こと か ら 大 和 一 淡路 聞 に も 流通 が あっ た こと が 想定 で きる 。 し か し 、 
出土 遺物 内 に 大 和 ・ 河 内 系 の 土器 は み ら れ な いた め 、 岩 谷 遺跡 で は サ ヌ カ イ ト 原 石 の み を 提 
人 し 、 二 上 山 サ ヌカ イト を 特別 視 し て いる か の よう で ある 。 

参考 文献 

大 阪 府 埋蔵 文化 財 セ ンタ ー 編 『 池 上 遺跡 』 第 8 分 貼 の 1・ 2 は お は 
二 半 勝 「 弥 生 時 代 の 石器 」 ニュ ー・ サ イエ ンス 社 1991 
松本 武彦 「 弥 生 時 代 の 石器 武器 の 発達 と 地域 性 一 と くに 打 製 石器 に つい て 一 」『 考 古 学研 究 』140 
其 庫 県 教育 委員 会 編 『 森 遺跡 』 1988 

詫間 町 文化 財 保護 委員 会 『 紫 雲 出 』」 1986 

兵庫 県 教育 委員 会 編 『 七 日 遺跡 (1 ) 第 2 分 冊 』 1990 

3 土 畠 

土 鍵 に 関す る 分 類 法 は 和田 晴 吾 氏 に よる 分 類 に 基づい て 行う こと に する 。 以 下 混乱 を 避け 
る た め 、 和 田 分 類 に よる も の は アル ファ ベッ ト で 、 岩 谷 遺 跡 内 の 分 類 は ロー マ 数 字 で 表記 す 
る 。( 図 9 

本 遺跡 か ら は 管状 土 舞 、 棒 状 土 舞 、 有 溝 土 無 が 出土 し て いる 。 こ れ ら 岩谷 遺跡 出土 の 填 掴 
を 土 鑑 と し て 最も 重要 な 要素 で ある 重量 で みて いく と 、 

管状 土 氏 T (a) は 大 型 が 出土 、 

管状 土 舞 HH (b) は 小型 が 出土 、 



棒状 土 鍵 四 は 中 型 ( 半 折れ 状 
態 の た め 、 中 の 大 型 か 小型 か 不 
明 で ある が 、 お そら く 中 の 小型 
に 分 類 で きる も の と 思わ れる ) 
が 出土 、 
棒状 土 鑑 V (a) は 小型 (中 
の 小型 の 可能 性 も ある ) が 出土 、 
有 溝 土 舞 V (b) は 大 型 が 出 
土 、 と な る 。 棒状 土 争 四 は 棒状 

o og< 

土 争 (a) の 大 型 品 で ある が 和 に ーーーー ニ ーーーー ニ ーーーーーーーーーー| 

田 分 類 で は 登場 し な い 形 態 の も 1. 管状 土 鑑 a 2. 管状 土 争 b 3. 棒状 土 舞 a 
の で あり 、 淡 路 島内 で は 現在 本 "4. 有 港 填 舞 b 
遺跡 で の み 確 認 さ れ て いる 。 棒 
状 土 争 が 別名 『 瀬 戸 内 型 土 掴 』」 
と 言わ れ て いる と お り 、 瀬 戸 内 海 独自 の 発展 を 遂げ た 形態 か ら 岩 谷 遺 跡 内 で さらに 大 型 へ と 
分 化し て いる 。 棒状 土 舞 は 綱 を 帯状 に 敷設 し 、 そ こ を 通過 し た 魚 を 網目 に 刺し て 捕獲 する 刺 
網 漁 用 と いう 説 が ある が 、 岩 谷 遺跡 は 棒状 土 舞 を 用 いる 漁法 に 対し て 他 で は み ら れ な い 技 術 
の 発展 を 成 し て いる 。 

4 

図 9 和田 分 類 に よる 土 鑑 分 類 図 

参考 文献 

和田 晴 吾 「 弥 生 ・ 古 墳 時 代 の 漁具 」『 考 古 学 論考 』 1982 

真鍋 篤 行 「 弥 生 時 代 以 降 の 瀬戸 内 地方 の 漁業 の 発展 に 関す る 考古 学 的 考察 」『 瀬 戸 内 海 歴史 

民俗 資料 館 紀要 』 第 7 号 1994 

真鍋 篤 行 「 弥 生 ・ 古 墳 時 代 の 瀬戸 内 地方 の 漁業 」『 瀬 戸 内 海 歴史 民俗 資料 館 紀 要 』 第 8 号 

1995 

4 製塩 土器 

岩谷 遺跡 を 特徴 づけ る 遺物 と し て 、 点 数 は 少な いも の の 製塩 土器 を あげ る こと が で きる 。 

ここ で は 、 本 遺跡 か ら 出 土 し た 製塩 土器 を 改め て 見 直し 、 本 報告 書 の まとめ と し た い 。 

本 遺跡 か ら 出 土 し た 製塩 土器 は 、 脚 台 を 有する も の と 、 体 部 の 内 面 に 布目 を 有する 丸 底 に 

な る も の が ある 。 製塩 土器 は いずれ も 遺物 包含 層 か ら の 出土 で あり 、 弥 生 土 器 や 須恵 突 な ど 、 

か な り 年 代 幅 を 持っ た 土 突 と 同時 に 出土 し て いる 。 

これ まで の 調査 成果 か ら 脚 台 を 有する も の は 、 弥 生 時 代 中 期 後 半 ー 古 墳 時 代 前 期 項 に 、 内 

面 に 布目 痕 を 残す 底部 が 丸 放 と な る も の は 、 律令 期 項 に それ ぞ れ 位置 づけ られ て いる 。 さら 

に 西日本 に お ける 土器 製 才 の 開始 は 、 現 在 の 岡山 県 付近 を 中 心 と する 備 譜 瀬戸 地域 に 求め ら 

れ 、 そ の 年 代 に つい て は 弥生 時 代 中 期 後半 頃 と され て いる 。 そ れ ら の 製塩 土器 の 特徴 は 、 脚 

台 部 が 長く 、 体 一 脚 台 部 外面 に は ヘラ 削り 調整 が 認め られ る 。 こ の 土器 に つい て は 、 弥 生 時 



代 中 期 後半 頃 の 鉢 型 土 器 と 同じ 技法 で 製作 きれ て いる こと が 指摘 され て いる 。 
岩谷 遺跡 か ら 出土 し た 弥生 土器 は 、 外 面 に 凹 線 文 を 施し て お り 、 弥生 時 代 の 中 で も 中 期 後 

半 頃 の 特徴 を 有 し た も の が 大 半 を 占め て いる が 、 体 部 上 半 や 底部 付近 に 右上 が り の タタ キ 痕 
を 残し 、 底 部 の 形態 が 平底 で な く 、 丸 底 に 近い も の が わずか で ある が 存在 する (16・90)。 
また 製塩 土器 の 特徴 に つい て は 外面 に ヘラ 削り 調整 は 見 られ ず 、 脚 台 部 の 外面 が 指 押さ え や ゃ 、 
体 部 外面 に 一 部 タタ キ 目 が 残る も の も ある (110、111)。 こ れ ら の こと か ら み て 、 岩谷 遺跡 
か ら 出 土 し た 脚 合 を 有する 製塩 土器 は 、 現 段階 で は 弥生 時 代 中 期 後半 頃 以降 の 資料 と いえ よ 
う 。 

最後 に な っ た が 、 本 報告 書 を まとめ る に あたっ て 、 特 に 淡路 島内 の 諸 先 輩 方 に は 、 終始 親 
切 か つ 適 切な 指導 お よび 助言 を 頂い た 。 紙 上 を 借り て 改め て 厚く お 礼 を 述べ る と と も に 、 本 
書 を は じ め 出 土 資料 が 、 南 淡 町 ひい て は 淡路 島 の 歴史 研究 の 一 助 に な る こと を 切望 し て 終わ 
り と し た い 。 

参考 文献 

白石 太一 郎 「 製 塩 」『 弥 生 文化 の 研究 』10 雄 山 関 1988
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頸 部 。 口 縁 端 部 上 
方 に 強く 肥厚 、 外 
側 に 面 を な す 。 

内 外面 と も ナ デ 調 
整 。 口 縁 端面 に 2 
条 の 浅い 凹 線 文 。 
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方 強く 肥厚 、 外 側 
に 面 を な す 。 

内 外面 と も ナ デ 調 
縁 端 面 に 整 。 

条 の 凹 線 文 。 
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「 く 」 の 字形 の 口 
頸 部 。 口 縁 端 部 上 
方 強く 肥厚 、 外 仙 
に 面 を な す 。 

面 口 星 部 ナ デ 調 

体 部 ハケ 目 、 
印 ナ デ 調 整 。 ロ 
端面 に 2 条 の 円 
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「 く 」 の 字形 の ロロ 
頸 部 。 口 縁 端 部 上 
方 強く 肥厚 、 外 側 
上 方 に 面 を な す 。 

内 面 ナ デ 調 整 、 外 
回 盤 龍 ト +N 呈 楼 / 
体 部 ハケ 目 調 整 。 
頸 部 外面 や や 下 に 
粘土 継ぎ 目 痕 、 昨 
部 と 肥厚 部 粘土 張 
付 。 口 縁 端面 2 条 
の 凹 線 文 。 
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「 く 」 の 字形 の ロ 

頸 部 。 口 縁 端 部 上 
方 強く 肥厚 、 外 仙 
に 面 を な す 。 体 部 
直線 的 に 開く 。 

内 外面 と も ナ デ 調 
整 。 口 縁 端 面 8 条 
の 和 凹 線 文 。 
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 「 く 」 の 字形 の 口 

頸 部 。 口 縁 端 部 上 
方 強く 肥厚 、 外 側 
回 内 中 。 算 青 

屈曲 部 に 円 孔 (2 穴 ) 
残 。 

内 面 ナ デ 調 整 。 外 
面 星 部 下 ハ ケ 目 調 
整 、 体 部 ナ デ 調 整 。 
コ 縁 端面 2 条 の 凹 
線 文 。 

和敬 oo 

YR7/3 

弥生 土器 ロロ 径 
器 高 へ

 
L
t
 

8
 

マ
ン
 

く 」 の 字形 の 品 
顎 部 。 口 縁 端 部 上 
方 強く 肥厚 、 外 側 
に 面 を な す 。 体 部 
直線 的 に 開く 。 頸 
部 外面 に 沈 線 状 の 
きず あり 。 全体 に 
薄手 。 

面 ナ デ 調 整 、 外 
面 顕 部 ナ デ 調 整 、 
ほか ハケ 目 調整 。 
口 縁 端 部 上 方 に 粘 
土 継 足し に よる 肥 

灰 白 10YR8 ノ 2 

し 小計 い o ベ < 
ea\] 

2 区 弥生 土器 口径 
突 高 ヘ

ー
 

2
 
ー
ー
 

ク
 u
r
l
 

ト
ン
 

「 く 」 の 字形 の 口 
頸 部 。 口 縁 端 部 上 
方 強く 肥厚 、 外 側 
に 面 を な す 。 

内 外面 と も ナ デ 調 
整 。 口 縁 端 面 に 2 
条 の 凹 線 文 。 

棒 5YR7 プ 6 

口径 
問 高 へ

 
[
 

で
 〇
 >
 
<
 

で
 ご 〇
 >
 

で 〇
 >
 

ヘ
ン
 

「 く 」 の 字形 の 縁 内 外面 と も ナ 
頸 部 。 口 縁 端 部 上 
方 強く 肥厚 、 外 仙 
に 面 を な す 。 口 縁 
内 面 わ ず か に 凹む 。 

デ 調 整 。 体 部 内 面 
ナ デ 調 整 、 外 面 ハ 
ケ 目 調整 。 

淡 棒 5YR8/4 

「 く 」 の 字形 の ロロ 
頸 部 。 口 縁 端 部 上 
方 強く 肥厚 、 外 仙 
に 面 を な す 。 

内 外面 と も ナ デ 調 
整 。 口 縁 端 面 に 1 
条 の 凹 線 文 。 

っ 菊 so 

< ベス o\ ュ 

口径 
語 計 ] 

「 く 」 の 字形 の 口 
頸 部 。 口 縁 外 側 に 
面 を な す 。 厚 手 。 
体 部 丸み を も つ 。 
区 3 mm 以上 の 石英 
を 多く 含む 。 

内 外面 と も ナ デ 調 
整 。 

談 白 7.5YR 

o\s 

し
 
座
 

取
 

浴
 頒
 器
 干



出土 地区 ・ 層 位 | 器 種 | 法 量 m) | 形態 の 特徴 技法 の 特徴 | 色調 (外面 ) | 
12 | 2 区 弥生 土器 | 口径 14.6 |「 く 」 の 字形 の 口 | 内 面 ナ デ 調 整 、 外 | に ぶ い 宰 7.5 黒色 砂 質 土 。 | 槍 回 高 (8.0) | 頭 部 。 口 縁 端 部 上 | 面 顕 部 ナ デ 調 整 、| YR6 ノ 3 

下 に わずか に 肥厚 、 休部 ハケ 目 調整 
外側 に 面 を な す 。 | 口 縁 端面 に 1 条 の 
肩 部 あま り 張ら な | 浅い 凹 線 文 。 
い 。 

| ー 
_ |] 13 | 5 区 弥生 土器 口径 12.7 「 く 」 の 字形 の 口 | 内 面 ナ デ 調 整 。 口 | に ぶ い 黄 棒 10 暗 灰 色 砂 質 土 | 可 只 高 5.) | 頭 部 。 口 縁 端 部 下 | 縁 外 面 ナ デ 調整 、| YR7 ノ 3 

方 に 垂下 、 外 側 に | 価 部 ハケ 目 調整 。 
面 を な す 。 肩 部 あ | 顕 部 届 曲 部 で 粘土 | まり 張ら な い 。 | 継 足 す 。 
エー 

14 | 4 区 弥生 土器 口径 14.7 |「 く 」 の 字形 の 口 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 明 赤 褐 5 YR 暗 灰 色 砂 質 土 | 要 嘱 高 (4.1) | 頭 部 。 口 縁 端 部 丸 | 整 5 ノ 6 
く 終 る 。 口 縁 付近 
は 薄い が 体 部 厚手 。 
2 次 焼成 受け る 。 

15 | 共生 土 如 。 | 口径 16.4 |「 く 」 の 字形 の 口 | 内 面 、 口 縁 外面 ナ | 肖 憶 5 YRa ノ 4 下 回 高 (3.7) | 頭 部 。 口 縁 端 部 上 | デ 調 整 、 外 面 太目 
方 に や や 内 湾 。 | の ハケ 目 調 整 。 | 

16 | 4 区 弥生 圭 器 | 口径 19.8 |「 く <」 の 字形 の 口 | 顕 部 外面 指 頭 圧 痕 | 椅 5 YR7 ノ 8 暗 灰 色 砂 質 土 | 槍 回 高 (4.9) | 頭 部 。 口 縁 端 部 丸 | に よる 粘土 は み 出 
く 終 わる 。 し 痕 あ り 。 体 部 タ 

タキ (2 条 ノ am)。 ゴゴ ーー ゴゴ トー ゴ 17 | 5 区 弥生 寺 器 | 口径 22.0 | 口 縁 端 部 上 方 に 面 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 棒 2.5YR7 ノ 8 粘 質 土 高 杯 ( 杯 部 ) | 器 高 3.4) | を な す 。 外面 に 稼 | 整 。 外面 に 3 条 の 
を 持つ 。 凹 線 文 。 

18 | 5 区 | 次 生 圭 器 | 口径 16.0 | 口 縁 敵 部 上 方 外側 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 水橋 5YRa ノ 4| 暗 灰色 砂 質 土 | 高 杯 ( 杯 部 ) | 器 高 (3.1) | に 面 を な す 。 外面 | 整 。 徐 部 で 粘 圭織 
に 稼 を 持つ 。 口 緑 | 足す 。 

| 内 面 や や 凹む 。 
| ト | _ | † 19 | 1 区 弥生 土器 | 口径 19.3 | 口 縁 端 部 上 方 に 面 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 赤 棒 10R6 ノ 6 黒色 砂 質 土 。 | 高 杯 ( 杯 部 ) | 器 高 (3.3) | を な す 。 外面 に わ | 整 。 秋 上 部 に 2 条 

ず か に 短 を 持つ 。 | の 浅い 凹 線 文 。 
20 | 2 区 弥生 土器 | 口径 25.7 | 口 縁 端 部 上 方 外側 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 椅 7.5YR6 ノ 6 暗 灰 色 砂 質 土 | 高 杯 ( 杯 部 ) | 回 高 (3.1) | に 面 を な す 。 外面 | 整 。 徐 部 で 粘土 紙 

| に 衝 を 持つ 。 。 | 足す 。 
21 | 5 区 | 交 生 土器 | 口径 24.0 | 口 縁 敵 部 上 方 外側 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 橋 5 YR7 ノ 0 暗 灰 色 砂 質 圭 | 高 杯 ( 杯 部 ) | 器 高 (4.3) | に 面 を な す 。 口 緑 | 整 。 稼 部 で 粘土 紙 

下 内 外面 と も に わ | 足す 。 | ず か に 凹む 。 | 
22 | 1 区 弥生 土器 | 口径 21.4 | 口 縁 端 部 上 方 や や | 内 面 ナ デ 調 整 、 外 | 浅 黄 棒 10YR 周 灰 色 砂 質 土 | 高 杯 ( 杯 部 ) | 邑 高 (5.0) | 外側 に 面 を な し 、 | 面 上 部 ナ デ 調 整 、 | 8 ノ 3 

内 側 に 肥厚 。 外面 | 下部 粗い ハケ 目 調 
答 を 持つ 。 整 。 端面 9 条 の 沈 

線 。 矯 部 で 粘土 継 
足す 。 

23 | 1 区 | 弥生 圭 器 。 | 口径 。 23.0 | 口 縁 敵 部 上 方 や や | 内 外面 と も ナ デ 調 | 明示 栓 < 黒色 砂 質 土 | 高 杯 ( 杯 部 ) | 器 高 (5.0) | 外側 に 面 を な し 、 | 整 。 端面 2 条 の 沈 | 5 ノ 6 
内 側 に 肥厚 。 外面 | 線 。 答 部 で 粘土 継 

| 短 を 持つ 。 足す 。 
24 | 2 区 弥生 圭 器 | 口径 21.4 | ほぼ 水平 に 大 きく | 内 面 ナ デ 調 整 、 外 | に ぶ い 棒 7.5 | 暗 灰色 砂 質 土 | 高 杯 ( 杯 部 ) | 回 高 (4.1) | 開く 杯 部 。 口 縁 端 | 面 ヘ ラ 削 り 後 、 ナ | YR7 ノ 4 

部 や や 立ち 上 が っ | デ 調 整 。 外面 調整 
て 丸く 終わ る 。 。 | 粗い 。 口 緑 外面 

条 の 凹 線 文 。 
25 | 4 区 弥生 土器 | 回 高 5.0) | 口 緑 端 部 上 方 に 面 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 棒 5YR6 ノ 6 暗 灰 色 砂 質 土 | 高 杯 ( 杯 部 ) を な す 。 外面 に 積 | 整 。 口 縁 下 1 条 の 

を 持つ 。 口 縁 下 に | 凹 線 文 。 
黒 手 あり 。 2 m 
以上 の 石英 多く 含 



版 番号 出土 地区 ・ 層 位 器 種 形態 の 特徴 技法 の 特徴 色調 (外面 ) 

3 区 
黒色 砂 質 土 

弥生 土器 
高 杯 ( 杯 部 ) 

(4.3) 口 縁 端 部 上 方 に 面 
を な す 。 外面 に 黒 
斑 あ り 。 

内 面 と 口 縁 端 部 ナ 
デ 調 整 。 外面 ヘ ラ 
磨き 。 

灰 白 10YR8 プ 2 

3 区 
黒色 砂 質 土 

| 弥生 土器 
鉢 を な す 。 外面 に 黒 

斑 あ り 。 

| 二 | 

(5.0) | 口 縁 端 部 上 方 に 面 内 外面 と も ナ デ 調 
整 。 外面 3 条 の 凹 
線 文 。 

灰 白 10YR 
8 ノ 1.5 

5 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

弥生 土器 
鉢 

品 縁 端 部 上 方 に 面 
を な す 。 円 孔 (1 
穴 ) 残 。 砂 粒 多く 
含む 。 

| 内 外面 と も 磨耗 の 
た め 調 整 不明 。 外 
面 2 条 の 凹 線 文 。 

灰 白 10YR8 プ / ノ 2 

弥生 土器 
鉢 

口 縁 端 部 上 方 に 面 
を な す 。 騙 2m 以 
上 の 石英 多く 含む 。 

内 外面 と も 磨耗 の 
た め 調 整 不明 。 外 
面 4 条 の 凹 線 文 、 
刺 突 文 。 

褐 灰 7.5YR 

5 ノ 1 

品 縁 端 部 上 方 に 面 
を な す 。 体 部 積 を 
も っ て 立ち 上 が る 。 

内 外面 と も 磨耗 の 
た め 調 整 不明 。 答 
部 で 粘土 継 足 す 。 
口 縁 下 と 短 の 上 に 
1 条 、3 条 の 凹 線 
文 。 

浅 黄 枯 7.5YR 
8/3 

口 縁 端 部 上 方 に 面 
を な す 。 
内 面 ナ デ 調 整 。 杯 
部 と 柱状 部 境 に 絞 
り 目 あり 。 外面 縦 
方 向 の ヘラ 磨き 。 
口 縁 外面 に 1 条 の 
凹 線 文 。 

宰 灰 10YR5 ノ 1 

1 区 
暗 灰 色 砂 質 土 鉢 

弥生 土器 大 きく 外 傾 する 。 
薄手 。 

内 外面 と も ナ デ 調 
整 。 

棒 2.5YR6 プ 6 一 

棒 7.5YR6 プ 6 

1 区 
暗 灰 色 砂 質 土 脚 部 

弥生 土器 裾 端 部 外側 下方 に 
面 を な す 。 外面 黒 
斑 あ り 。 

内 外面 と も 調整 不 
明 。 

赤 棒 10R6/6 一 

暗 灰 N3/3 

1 区 
黒色 砂 質 土 

弥生 土器 
台 付 堆 ( 脚 部 ) 

円 雛形 の 脚 部 。 裾 
端 部 丸く 終わ る 。 
2 段 の 円 孔 (5 穴 
の うち 、 2 穴 未 貫 
通 ) 残 。 

内 面 ヘ ラ 削 り 後 ナ 
デ 調 整 、 外 面 ナ デ 
調整 。 2 条 の 凹 線 
文 。 

| 灰 白 10YR8 ノ 2 

2 区 
暗 灰色 砂 質 土 脚 部 

弥生 土器 円 雛形 の 脚 部 。 裾 
端 部 丸く 終る 。 裾 
に 円 孔 (1 穴 ) 残 。 

内 外面 と も 調整 不 
明 。 
灰 白 10YR 
7 ノ 1.5 

| | 十 

3 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

弥生 土器 
高 杯 ( 脚 部 ) 

裾 端 部 外側 に 面 を 
な し 、 上 方 に 肥厚 。 
円 孔 (3 穴 ) 残 。 

内 面 調整 不明 、 外 
面 ナ デ 調 整 。 

棒 2.5YR7 プ 5 

1 区 
黒色 砂 質 土 

弥生 土器 
高 杯 ( 脚 部 ) 

「 ハ 」 の 字形 に 開 
く 脚 部 。 裾 端 部 外 
側 に 面 を な し 、 端 
部 上 方 に 肥厚 。 円 
孔 (4 穴 ) 残 。 

内 面 ヘ ラ 削 り 、 外 
面 ナ デ 調 整 。 

浅 黄 椅 10YR 
o\e 

弥生 土器 
高 杯 ( 脚 部 ) 

底 径 「 ハ 」 の 字形 に 開 
く 脚 部 。 裾 端 部 外 
側 に 面 を な し 、 端 
部 上 方 外側 に 肥厚 。 
円 孔 (3 穴 ) 残 。 

| 
内 外面 と も ナ デ 調 
整 。 

棒 2.5YR6 プ 6 

十 

弥生 土器 
高 杯 ( 脚 部 ) 

「 ハ 」 の 字形 に 開 
く 脚 部 。 裾 端 部 外 
側 に 面 を な し 、 端 
部 上 方 に 肥厚 。 

内 外面 と も 磨耗 の 
た め 調 整 不明 。 

淡 欄 5YR8/4 

弥生 土器 
高 杯 ( 脚 部 ) 

| の 字形 に 開 
く 脚 部 。 裾 端 部 外 
側 に 面 を な し 、 上 
方 に 肥厚 。 円 孔 (3 
穴 ) 残 。 

外面 ナ デ 調 整 、 内 
面 不明 。 
灰 白 10YR7 ノ 1 



ー イ ゴー 贈呈 出土 地区 ・ 層 位 | 器 。 種 | 法 量 am) | 。 形態 の 特徴 技法 の 特徴 | 色調 (外面 ) | 億 回 
41 |2ー38 区 弥生 土器 旗 径 9.5 「 ハ 」 の 字形 に 開 | 内 面 ヘ ラ 削 り 、 外 | 灰 白 10YR LX06 高 杯 ( 脚 部 ) | 器 高 (1.8) | く 脚 部 。 裾 端 部 外 | 面 ナ デ 調 整 8 ノ 1.5 

』 に 面 を な し 、 上 
方 に 強く 肥厚 。 円 
孔 (1 穴 ) 残 。 

42 | 4 区 弥生 土器 | 底 径 12.2 | 「 ハ 」 の 字形 に 開 | 内 面 ヘ ラ 削 り 後 ナ | 灰 黄 2. 5Y 高 杯 ( 脚 部 ) | 回 高 2.8) | く 脚 部 。 裾 端 部 外 | デ 調 整 、 外 面 ナ デ 」7 ノ 1.5 
側 に 面 を な し 、 中 | 調整 
央 わずか に 凹む 。 | 端 部 上 方 に 肥厚 。 

43 弥生 土器 | 底 径 13.0 |「 ハ 」 の 字形 に 開 | 内 面 ヘ ラ 削 り 、 外 | 棒 5YR7 ノ 6 高 杯 ( 脚 部 ) | 器 高 (4.2) | く 脚 部 。 裾 端 部 外 | 面 ハケ 目 調整 、 補 
| 面 を な し 、 上 方 | 部 ナ デ 調 整 。 
に 肥厚 。 ヘ ラ 描 の 
線 刻 (?) あり 

44 | 5 区 弥生 土器 | 器 高 8.6) | 「 ハ 」 の 字形 に 開 | 磨耗 の た め 調 整 太 | 淡 棒 5YR8 ノ 4 暗 灰 色 砂 質 土 | 高 杯 ( 脚 部 ) く 脚 部 。 握 端 部 外 | 明 。 
側 に 面 を な し 、 上 
方 に 肥厚 は せ ず 、 
沈 線 状 の も の あり 。 
円 孔 (1 穴 ) 残 。 

45 | 7 区 弥生 土器 | 底 径 。 9.5 |「 ハ 」 の 字形 に 開 | 磨耗 の た め 調 整 不 | 溢 棒 5YR8 ノ 4 粘 質 土 高 杯 ( 脚 部 ) | 回 高 2.8) | く 脚 部 。 裾 端 部 外 | 明 。 
側 に 面 を な し 、1 
条 の 凹 線 文 。 円 孔 
〈1 穴 ) 残 。 

46 | 6 一 7 区 弥生 土器 底 径 7.0 | ラッ パ 状 に 開く 脚 | 磨耗 の た め 調 整 不 | 淡 棒 5Y R7 ノ 6 暗 灰 色 砂 質 土 | 高 杯 ( 脚 部 ) | 器 高 6.4) | 部 。 裾 端 部 外側 に | 明 。 
面 を な す 。 円 孔 (1 

| 穴 ) 残 。 ] 
47 | 8 区 弥生 土器 | 胴 径 4.4 | 筒 状 の 脚 柱 部 。 な | 内 面 横 方 向 の ヘラ | 灰 白 10YR8 ノ 2 黒色 砂 質 土 _ | 高 杯 (財部 ) | 器 高 (6.5) | だ ら か に 裾 部 に 続 | 削り 、 握 側 は 未 調 

く 。 整 、 外 面 ナ デ 調 整 、 
裾 部 縦 方 向 の ヘラ 
磨き 。 脚 柱 部 や や 
下 に 7 条 の 凹 線 文 。 

48 | 2 区 弥生 土器 | 底 径 7.5 | 筒 状 の 脚 柱 部 に | 内 面 ナ デ 調 整 、 脚 | 白 灰 10YR 暗 灰 色 砂 質 土 | 高 杯 ( 脚 部 ) | 器 高 7.5) |「 ハ 」 の 字形 に 開 | 部 上 方 に 絞り 痕 あ |8 ノ 2.5 
く 裾 部 。 裾 端 部 外 | り 。 外面 ナ デ 調 整 。 
』 に 面 を な し 、 上 | 用 部 と 裾 部 の に 
方 に 肥厚 。 円 孔 3 | 7 条 の 沈 線 。 
穴 ) 残 。 | 

49 | 2 区 弥生 土器 | 底 径 20.0 |「 ハ 」 の 字形 に 開 | 内 面 調整 不明 、 外 | 棒 5YR6 ノ 8 暗 灰色 砂 質 土 | 器 人馬 ( 脚 部 ) | 回 高 5.9) | く 脚 部 。 裾 端 部 下 | 面 ナ デ 調 整 。 2 条 
方 に 面 を な し 、 内 | の 凹 線 文 。 
』 に や や ゃ 肥厚 。 | 

50 | 8 区 弥生 土器 | 口径 16.9 | ほぼ 垂直 に 開く 脚 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 赤 棒 10R6 ノ 8 黒色 砂 質 土 | 器 台 ( 脚 部 ) | 器 商 (7.5) | 部 。 裾 端 部 下方 に | 整 。 4 条 の 凹 線 文 
面 を な し 、 内 側 に 
肥厚 。 

51 | 4 区 弥生 土器 | 回 高 (11.1)| ほぼ 垂直 に 開く 脚 | 内 面 調整 不明 、 指 | 棒 5YR7 ノ 6 | 暗 灰 色 砂 質 土 | 器 台 ( 脚 部 ) 部 。 裾 端 部 外側 下 | 頭 圧 痕 あ り 。 外面 
方 に 面 を な す 。 厚 | ナ デ 調 整 。 裾 部 と 
手 。 財 基 部 に それ ぞ れ 

2 条 の 浅い 凹 線 文 。 ] 
52 | 2 区 弥生 土器 | 区 本 9.9) | 直線 的 に 開く 脚 部 。 内 面 調整 不明 、 外 | 灰 白 2.5Y8 ノ 2 暑 灰色 砂 質 土 | 器 人馬 ( 脚 部 ) 裾 端 部 内 側 や や 凹 | 面 ヘ ラ 削 り 後 ハ ケ 

む 。 裾 端 部 外面 黒 | 目 調整 。 裾 部 外面 
斑 あ り 。 に ほとん ど 退 化し 

た 1 条 の 凹 線 文 、 
技 基 部 上 方 に 2 条 
の 太 浅い 凹 線 文 。 ] 



部 種 | 法 量 m) | _ 形態 の 特徴 技法 の 特徴 | 色調 (外面 ) | 備 考 
弥生 土器 | 底 径 20.0 |「 ハ 」 の 字形 に 開 | 内 外面 と も 磨耗 の | 浅 黄 棒 7.5YR 
器 台 ( 脚 部 ) | 器 高 (".3) | く 脚 部 。 補 端 部 外 | た め 調 整 不明 。 外 | 8/3 

側 に 面 を な す 。 裾 | 面 札 部 に 浅い 2 条 
部 外面 に 黒 碧 あ り 。 の 凹 線 文 。 

弥生 土器 | 克 径 14.8 | 大 きく 「 ハ 」 の 字 | 内 面 よ こ 方 向 の へ | に ぶ い 黄 宰 10 
器 台 ( 脚 部 ) | 器 高 (9.8) | 形 に 開く 脚 部 。 裾 | ラ 削 り 、 外 面 磨耗 | YR7 ノ 2 

端 部 外側 下方 に 面 | の た め 調 整 不明 。 
を な す 。 裾 部 内 側 | 脚 基部 付近 、 補 部 
に 粘土 折り 返し 痕 | に 2 条 、3 条 の 浅 
あり 。 厚手 。 | い 凹 線 文 。 

弥生 土器 | 口径 15.0 | 口 縁 端 部 上 方 に は | 内 外面 と も ナ デ 調 | 浅 黄 枯 10YR 
顕 夫 回 高 (5.0) | ば 水平 に 面 を な す 。 整 。 口 縁 下 と 体 部 | 8/3 

体 部 大 きく 内 湾 。 | 屈曲 部 付近 に 1 条 
外面 に 黒 碧 あり 。 | の 凹 線 文 。 

弥生 土器 径 7.9 | 口 縁 ほぼ 垂直 に 立 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 灰 5Y5 ノ 1 
無 頭 夫 器 高 〈5.1) | ち 上 が り 、 端 部 上 | 整 

方 に 面 を な す 。 ロ 
緩 直下 に 円 孔 2 穴 。 

弥生 土器 | 回 高 (3.0) | 口 紹 端 部 外側 に 面 | 内 面 ナ デ 調整 。 口 | 黒 褐 2.5Y 
無 頭 夫 を な す 。 縁 端面 連続 刺 突 文 、 3.5 ノ 1 

体 部 冬 状 文 。 
弥生 土器 | 部 高 (2.7) | 口 縁 端 部 外側 に 面 | 内 面 ナ デ 調整 。 口 | 淡 棒 5Y R8 ノ 4ー 
無 頭 直 を な す 。 端面 下 に | 縁 端面 連続 刺 突 文 、 灰 白 10YR8 ノ 1 

円 孔 (1 大 )。 。 | 体 部 能 状 文 。 
弥生 土器 | 口径 17.4 | 口 縁 端 部 上 方 に 面 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 棒 2.5YR 

器 高 (8.8) | を な し 、 内 側 に 肥 | 整 。 外面 2 条 の 凹 | 6.5/8 
厚 。 線 文 。 

弥生 土器 | 口径 15.2 | 口 縁 大 きく 外 反 。 | 内 面 ナ デ 調 整 、 外 | 赤 棒 10R6 ノ 6 
嘱 高 (6.3) | 口 縁 踏 部 外側 に 面 | 面 口 縁 下 ナ デ 調 整 

を な し 、 上 下 に 肥 | 頸 部 ハケ 目 調整 
厚 。 緑 端面 2 条 の 四 

線 文 。 
弥生 土器 | 口径 12.0 | 口 縁 外 反 。 口 緑 端 | 内 面 ナ デ 調 整 。 下 | 灰 自 10YR7 ノ 1 

周 灰 色 砂 質 土 | 二 嘱 高 (4.8) | 部 外側 に 面 を な し 、| 方 肥厚 部 粘土 継 中 
上 下 に 強く 肥厚 。 | す 。 口 縁 端面 8 条 
頸 部 ほぼ 直立 。 | の 凹 線 文 を 施し た 

後 、 波 状 文 。 頭 部 
RE 

62 | 2 区 弥生 土器 | 口径 15.2 | 口 縁 大 きく 外 反 。 | 内 面 ナ デ 調 整 。 口 | 浅 黄 棒 7.5YR 
砂 質 土 才 只 高 (4.7) | 口 縁 喘 部 外側 に 面 | 縁 端面 に 3 条 の 凹 | 84 

を な し 、 上 下 に 肥 | 線 文 、 頸 部 3 条 以 
厚 。 上 の 凹 線 文 。 

63 | 4 区 弥生 土器 | 口径 238.0 |「 く 」 の 字形 の 口 | 内 外面 と も ナ デ 調 | に ぶ い 黄 棒 10 
黒色 砂 質 土 | 二 器 高 2.7) | 頭 部 。 口 縁 上 部 外 | 整 。 端面 に 9 条 の | YR7.5 ノ 2 

町 に 面 を な し 、 上 | 凹 線 文 。 
方 に 肥厚 。 

64 | 3 区 弥生 土器 _ | 口径 23.6 | 口 縁 大 きく 外 反 。 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 椅 2.5YR7 ノ 8 
黒色 砂 質 土 | 二 器 高 (2.) | 口 縁 端 部 外側 に 面 | 整 。 口 縁 端面 4 条 

を な し 、 下 方 に 肥 | の 凹 線 文 を 施し た 
厚 。 後 、 上 下 2 段 に 竹 

管 文 。 
65 | 3 区 線 生 土器 | 器 高 (2.1) | 口 縁 大 きく 外 反 。 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 棒 2.5Y R7 ノ 8 
黒色 砂 質 土 | 替 ロ 縁 喘 部 外側 に 面 | 整 。 口 縁 端面 5 条 

を な し 、 上 下 に 肥 | の 凹 線 文 を 施し た 

厚 。 後 、 上 下 2 段 に 竹 
管 文 。 

66 | 4 区 弥生 土器 | 口径 30.0 | 口 縁 大 きく 外 反 。 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 棒 2.5YR 
暑 灰 色 砂 質 土 | 夫 器 高 (②.3) | 口 縁 端 部 外側 に 面 | 整 。 口 縁 端面 4 条 | 5.5/8 

を な し 、 上 下 に 肥 | の 浅い 凹 線 文 を 施 
厚 。 し た あと 上 下 2 自 

に 竹 徐 文 。 
EE



出土 地区 ・ 層 位 形態 の 特徴 技法 の 特徴 | 色調 (外面 ) 
3 区 口 縁 ほぼ 水平 に ひ | 外面 ナ デ 調 整 。 口 | 浅 黄 棒 7.5YR 
暗 灰 色 砂 質 土 らき 、 端 部 外側 に | 縁 内 面 格子 状 文 。 | 8 ノ 3 

面 を な す 。 ロ 縁 端面 浅い 3 条 
の 凹 線 文 。 

3 区 品 縁 ラッ パ 状 に 開 | 内 外面 と も ナ デ 調 | に ぶ い 黄 栓 10 
黒色 砂 質 土 く 。 口 縁 端 部 外側 | 整 。 口 縁 内 面 に 連 | YR7 ン 2 

に 面 を な し 、 上 方 | 続 刺 突 文 。 
に わずか に 肥厚 。 

2 区 体 部 屈曲 し て 広 が | 内 外面 と も ナ デ 調 | 浅 黄 棒 7.5YR 
灰 茶色 砂 る 。 整 、 内 面 指 頭 圧 痕 | 8 ノ 3 

あり 。 頭 部 外面 に 
5 条 の 凹 線 文 。 

3 区 直線 的 な 顕 部 より | 内 面 頸 部 ナ デ 調整 、 灰 白 10YR8 ノ 2 
LX06 屈曲 し て 体 部 へ 広 | 下方 に 指 頭 圧 痕 、 

が る 。 頸 部 回 壁 厚 | 体 部 内 面 横 方 向 の 
手 。 ハケ 目 調 整 、 外 面 

条 方 向 の ハケ 目 調 
虚 。 算 襲っ 浪 S 
線 文 。 

2 区 休部 の み 残 存 。 休 | 内 面 未 調整 で 指 頭 | 浅 黄 棒 10YR 
黒色 砂 質 土 部 算 盤 玉 形 。 圧 痕 著 し い 。 外面 | 8 ノ 3 

ナ デ 調 整 。 届 曲 部 
上 方 上 下 2 段 に 刺 
突 文 。 

4 区 ロ 縁 端 部 外側 に 強 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 棒 5YR7 ノ 8 
慎 灰 色 砂 質 填 く 肥 厚 。 体 部 ほぼ | 整 。 口 縁 肥厚 部 粘 

直立 。 土 張 付 に よる 。 
8 区 ロ 品 縁 端 部 上 方 と 外 | 内 外面 と も に ナ デ | に が い 黄 棒 10 
着 灰 色 砂 質 土 器 側 に 面 を な し 、 内 | 調整 。 内 面 指 頭 圧 | YR7 ノ 2 

側 に 肥厚 。 痕 あ り 。 
3 区 幅 1.9 | 断面 や や 角 ば っ た 明 赤 宰 2.5YR 
黒色 砂 質 土 厚 1.55 | 半 円 形 。 5 ノ 8 
4 区 幅 2.2 | 一 部 体 部 内 壁 残 る 。 に ぶ がい 棒 5YR 
暗 灰 色 砂 質 土 厚 1.25 | 断面 長方形 。 ィ ノ 4 
5 区 底 径 5.9 | 平底 。 底 部 わずか | 内 面 底部 未 調整 、 | に ぶ い 視 7.5 
粘 質 土 器 高 (2.6) | に 凹む 。 体 部 直線 | 外面 ハケ 目 調 整 。 | YR5 ノ 4 

的 に 立ち 上 が る 。 
8 区 6.3 | 平 座 。 体 部 や や 外 | 内 面 底 部 わずか に | に ぶ い 福 7.5 
暗 灰 色 砂 質 土 (2.7) | 反し な が ら 立 ち 上 | 指 頭 圧 痕 あ り 。 外 | YR5 ノ 3.5 

が る 。 面 ヘラ 削り 後 ナ デ 
調整 。 

平底 。 体 部 直線 的 | 内 面 ナ デ 調 整 、 外 | 黄 灰 2.5YR 
に 立ち 上 が る 。 | 面 調整 不明 。 3.5 ノ 1 
平 腐 。 体 部 外 反 ぎ | 内 外面 と も ナ デ 調 | に ぶ い 赤 宰 5 
み に 立 ち 上 が る 。 | 整 ほ YR5 ノ 4 
平底 。 体 部 直線 的 | 内 面 ハ ケ 目 調整 、 | に ぶ い 黄 棒 10 
に 立ち 上 が る 。 。| 外面 下 か ら 上 へ の | YR6 ノ 3 

ヘラ 削り 。 
平底 。 価 部 直線 的 | 内 外面 と も 調整 不 | 赤 頂 10R 6 ノ 8 
に 立ち 上 が る 。 。| 明 。 
2 mm 以 上 の 砂粒 
多く 含む 。 
平底 。 価 部 直線 的 | 内 外面 と も 調整 不 | 黒神 10YR3 ノ 1 
に 立ち 上 が る 。 。 | 明 。 
平底 。 体 部 直線 的 | 内 外面 と も ナ デ 調 | 灰 白 10YR8 ノ 2 
に 立ち 上 が る 。 | 整 。 ーー に ぶ い 赤村 

10R6 ノ 4 



出土 地区 ・ 層 位 

3 区 
黒色 砂 質 土 

ーー 

技法 の 特徴 色調 (外面 ) 

内 面 調整 不明 、 外 | 浅 
面 ヘ ラ 削 り 後 ナ デ 
調整 。 底 部 木葉 痕 
あり 。 

1 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

平底 。 体 部 直線 的 
に 立ち 上 が る 。 

| ア 調 整 。 

内 面 底部 未 調整 。 
体 部 内 外面 と も ナ 

火 白 10YR8 プ 2 

ーー 

3 区 
黒色 砂 質 土 

平底 。 底 部 凹む 。 
体 部 内 湾 ぎ み に 立 
ち 上 が る 。 

内 面 幅広 の ヘラ 削 | に ぶ い 黄 栓 10 
り 、 外 面 ヘ ラ 磨 き 。 YR7 ノ 3 

3 区 
黒色 砂 質 土 

平底 。 底 部 や や 突 
出す る 。 体 部 ゆる 
や か に 立ち 上 が る 。 
外面 黒 斑 あり 。 

内 面 ナ デ 調 整 、 外 | 樽 5YR7 ン 8 一 

面 ヘ ラ 削り 後 ナ デ | 灰 N3.5 プ /0 

調整 。 

平底 。 体 部 ゆる や 
か に 外 反 し て 立ち 
上 が る 。 外 面 黒 斑 
あり 。 | 

内 面 底部 未 調整 、 | 視 灰 10YR6 ノ 1 

体 部 ナ デ 調 整 。 外 | ご へ に ぶ い 黄 頂 10 

面 底部 ナ デ 調 整 、 | YR7 プ / ノ 2 

体 部 縦 方 向 の ヘラ 
削り 後 ナ デ 調 整 。 

平底 。 底 部 凹む 。 
体 部 ほぼ 直線 的 に 
立ち 上 が る 。 外 面 
墨 斑 あ り 。 

ーー トド 

内 面 上 か ら 下 へ の | 灰 白 10YR8 ノ 2 

ヘラ 削り 、 外 面 ナ 
デ 調 整 。 

底部 小さ く 丸 底 に 
近い 。 

| 内 面 ナ デ 調 整 、 外 | 浅 黄 椅 10YR 
面 タタ キ 目 (4 条 / | 8 ノ 3 
cm)。 | 

内 面 ナ デ 調 整 、 外 | に ぶ い 栓 7.5 
面 連 続 刺 突 文 。 YR7 ノ 3 

内 面 細目 の ハケ 目 | 灰 白 10YR8 ノ 2 
、 ヽ  外面 波状 文 
(1 段 )、 讐 状 文 3 
段 )。 

厚手 。 体 部 か な り 
張 出 す 。 
内 面 ナ デ 調 整 、 外 | 灰 白 7.5YR 

面 7 条 の 直線 文 | 8/2 
(3 段 )、 波 状 文 
(1 段 )、 斜 格子 文 。 

| 十 | 

内 面 調整 不明 、 外 | 褐 灰 7.5YR 

面 直線 文 、 3 条 の | 4.5 プ /1 
斜 格子 文 。 

内 面 ナ デ 調 整 、 外 | 棋 5YR7/6 
面 10 条 の 細い 直線 
文 (1 段 )、 同 じ 
欄 で 波状 文 (2 段 ) 
施す 。 

暗 灰色 砂 質 土 
丸み を 帯び た 底部 。 
2 次 焼成 を 受け る 。 

内 面 調整 不明 、 外 | 明 赤 視 2.5YR5 ノ 6 

へ 黒 10YR2 ノ 1 面 ハ ケ 目 調整 。 

3 区 
暗 灰色 砂 質 土 

内 面 黒 碧 あ り 。 内 面 ハ ケ 目 調整 、 「 浅 黄 枯 10YR 

外面 太目 幅広 の 夕 | 7.5 プ 3 
タキ 目 (3 条 /em 
を 施し た 後 、 横 描 
列 点 文 。 

内 面 ナ デ 調 整 、 外 | に ぶ い 黄 枯 10 

面 太目 の タタ キ 目 | YR7 ノ 2 
(3 条 /am)。 

内 面 ハ ケ 目 、 外 面 | 灰 黄 補 10YR 
ナ デ 調 整 後 橋 描 列 | 6/2 
点 文 。 

内 外面 と も ナ デ 調 | っ 
整 。 外 面 刺 突 文 、 
円 孔 (1 穴 ) 残 。 

4/2 



出土 地区 ・ 層 位 器 種 技法 の 特徴 色調 (外面 ) 

1 区 
黒色 砂 質 土 

内 面 ハ ケ 目 調整 、 
外面 ナ デ 調 整 。 頸 
部 刺 突 文 。 

棒 5YR6/ ン 6 一 

褐 灰 10YR5 ノ 1 

4 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

逆 円 雛形 に 開く 体 
部 。 

キ 目 (4 条 /em)。 
ーー 一 一 一 

内 面 磨 耗 の た め 調 
整 不明 、 外 面 タタ 

棒 5YR7 ノ 8 

3ー5 区 
頂 灰 色 粘 質 土 一 
黒 色 砂 質 土 

脚 馬 部 が 「 ハ 」 の 
字 状 に 外側 に 開く 。 

脚 台 部 上 半 に 指 頭 
圧 痕 。 

灰 赤 10R 6 ノ 2 

[ 
5 区 
暗 灰 色 砂 質 土 一 
黒色 砂 質 土 

5 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

3 区 
暗 灰色 砂 質 土 

な 
.| 字 状 に 外側 に 開く 。 

「 ハ ハ 」 の 灰 白 5Y8 ノ 1 

脚 台 部 が 「 ハ ハ 」 の 

字 状 に 外側 に 開く 。 痕 

脚 馬 部 が 「 ハ 」 の 
字 状 に 外側 に 開く 。 

脚 台 部 内 面 に 接合 
o 

灰 白 10YR8 ノ 2、 
部 分 的 に 灰 赤 10 
R6 ノ 2 

脚 台 部 と 体 部 の 境 
界 に 接合 痕 。 

棒 5YR7 プ 6 

5 区 
粘 質 土 へ 砂 質 土 

6 区 
粘 質 土 

5 

ご 

.0 
9) 
体 部 が 外側 に 緩 や 
か に 膨らむ 。 脚 台 
部 端 部 に 亀裂 。 

脚 台 部 と 体 部 境界 
に 指 頭 圧 痕 。 

灰 白 10YR8 ノ 2 

.7 

. 9) 

暗 灰色 砂 質 土 ・] 
.2) 

の た めか 亀裂 あり 。 

脚 台 部 内 面 の 凹み 
少な い 。 二 次 先 成 

脚 台 部 内 面 の 凹み 
が 少な く 、 体 部 が 
外側 に 緩やか に 膨 
らむ 。 脚 台 部 内 面 
二 次 焼 成 あ り 。 

脚 合 部 上 半 に 指 頭 
圧 痕 。 

灰 赤 10R6 プ 2 

脚 台 部 と 体 部 境界 
に 指 頭 圧 痕 。 

浅 黄 棒 7.5YR 
8/4、 部 分 的 に 
灰 N4/0 

1 区 
暗 灰色 砂 質 土 

脚 台 部 は 緩やか に 

外側 に 開き 、 体 部 
が 直線 的 に 斜め 上 

脚 馬 部 と 体 部 の 境 
界 に 指 頭 圧 痕 、 体 
部 外面 タタ キ 目 残 
る 。( 2 条 / ノ am) 

| 浅 黄 枯 10YR 
8 プ /3、 部 分 的 に 
灰 N4/0 

1 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

| 
体 部 が 斜め 上 方 に 
ほぼ 直線 的 に の び 
る 。 外面 の 二 次 焼 

脚 台 部 と 体 部 の 境 
界 に 指 頭 圧 痕 、 体 
部 外面 タタ キ 目 残 
る 。 (3 条 /am) 

灰 N4/0、 部 分 
的 に 灰 白 10YR 
o\s ぃ 

2 へ 3 区 
頂 灰 色 粘 質 土 

製塩 土器 内 面 に 布目 残る 。 浅 黄 欄 7.5YR 
o\o 

2ー3 区 

頂 灰 色 粘 質 土 
製塩 土器 

ーー トー 

内 面 に 布目 残る 。 浅 黄 栓 7.5YR 
8 ノン 4 

5 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

愚 色 土器 
底部 

断面 逆 三角 形 の 高 
台 が 付く 。 

底部 外面 回 転 ヘ ラ 
削り 。 

浅 黄 栓 7.5YR 
o\o 

3 区 
頂 灰 色 粘 質 土 

愚 色 土器 
底部 

断面 逆 三角 形 の 高 
台 が 付く 。 

| 内 外面 調整 不明 。 棒 5YR6 プ 6 

1 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

土師 器 
皿 ?( 口 縁 部 ) 

品 縁 部 が わずか に 
外 反 し 、 内 面 に 凹 
み 。 

3 区 
PP16 

| 土師 器 
宮 ?( 体 部 ) 

内 面 は 横 ナ デ 。 外 
面 不明 。 

浅 黄 栓 7.5YR 
8 ノン 3 

外面 に 荒い 縦 方 向 
の ハケ 目 調 整 。 

に ぶ い 赤 宰 5 

YR4 ノ 4 

4 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

須恵 器 
二 (底部 ) 

底部 外面 ヘラ 切り 
後 ナ デ 調 整 。 
灰 白 10Y8 ノ 1 

栓 灰色 粘 質 土 
須恵 器 
直 (底部 ) 

底部 外面 ヘラ 切り 
後 ナ デ 調 整 。 

灰 N6/0 

2 区 
栓 灰色 粘 質 土 

須恵 療 
底部 

ヘラ 切り 後 ナ デ 調 
整 ?。 

灰 N6 プ 0 

1 区 
栓 灰色 粘 質 土 ・ 
暗 灰色 砂 質 土 

須恵 療 や や 太め の 低い 高 
台 が 底部 端 に 付く 。 

口 縁 か ら 底部 に か 
け て 内 外面 と も 回 
転 ナ デ 。 

灰 白 N 8/0 



引 出土 地区 ・ 層 位 形態 の 特徴 技法 の 特徴 

1 区 
頂 灰 色 粘 質 圭 

比較 的 低い 高台 が 
底部 端 に 付く 。 

底部 外面 ヘラ 切り 
後 ナ デ 、 内 面 は 回 
転 ナ デ 。 

暗 灰 色 砂 質 土 
高い 高台 が 外側 に 
「 ハ 」 の 字 状 に 付 
く 。 

底部 外面 ナ デ 調 整 。 

粘 質 圭 
体 部 が 湾曲 し な が 
ら 立 ち 上 が る 。 

ヘラ 切り 後 ナ デ 調 | 
整 。 

3 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

高い 高台 が 底部 敵 
に 垂直 に 付く 。 

ヘラ 切り 後 ナ デ 調 
o 

暗 灰 色 砂 質 土 
体 部 が 斜め 上 方 に 
直線 的 に の びる 。 

体 部 外面 に 自然 和 。 

体 部 内 面 に 回 転 ナ 
デ 調 整 顕著 に 残る 。 

1 区 
黒色 砂 質 土 

天井 部 が 直線 的 に 
の びる 。 

2 区 
栓 灰色 粘 質 土 

天井 部 が 口 縁 部 付 
近 で わずか に 屈曲 
する 。 

2 区 
粘 質 土 

口 縁 端 部 を わずか 
に つま みあ げ る 。 

内 外面 と も 回 転 ナ 
デ 調 整 。 
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サ ヌ カ イ 
ト 製 

サ ヌ カ イ 
ト 製 

サ ヌ カ イ 
ト 製 

サ ヌ カ イ 
ト 製 

サ ヌ カ イ 
ト 製 

サ ヌ カ イ 
ト 製 

サ ヌ カ イ 
ト 製 

ト 製 

ト 製 

ト 製 、 風 
化 著 し い 

ト 製 、 や 
や 風化 

ト 製 

サ ヌ カ イ 
ト 製 

サ ヌ カ イ 
ト 製 

サ ヌ カ イ 
ト 製 、 風 
化 著 し い 

サ ヌ カ イ 

遺存 状態 | 備考 

先端 欠 

先端 欠 

先端 欠 

先端 欠 

完 形 

先端 欠 

先端 欠 

先端 の み | サ ヌ カ イ 
残存 

湯 導 きい | キメ > いい 

残存 

先端 の み | サメ ヌ カイ 

残存 

先端 の み | サ ヌ カ イ 

残存 

え し ・ 茎 | 下 製 
先端 ・ か | サ ヌ カ イ 

部 欠 

鐘 身 の み | サ ヌ カ イ 
残存 

完 形 

重量 (g) 

(2.5) 

2.8 

①. 4 

(1. の 

1.8 

(②.3) 

(①.2) 

(1. 2 

(っ 

(ご 

(1.9) 

(0. 6 

1.8 

1.8 

1.0 

2.3 

0.495 

0.575 

0.51 

0.45 

0.48 

0.55 

0.42 

0. 48 

0.355 

0.34 

0.43 

0.47 

0.36 

0.5 

0.52 

0.58 

0.67 

0. 49 

0.61 

0.44 

0.64 

0.595 

1.7 

2.1 

1.2 

.35 

3. 45 

2.05 

1.95 

1.8 

2. 35 

1.6 

(8.65) 

3.35 

(2.6) 

(2.3) 

3.5 

(8. 35) 

(8.95) 

(2.85) 

(いで ご 

(8. 95) 

(38.05) 

(1.55) 

3.1 

3.55 

2.5 

4.3 

3.05 

(Po 

3.9 

4.05 

3.6 

2.85 

4.55 

3.75 

本
 

大
 
最 本
 

大
 
最
 

紀
 
長 大 最 疾
 
分
 

出 

三 

三 

医 

MM 

V 

VI 

有 茅 式 石 鐵 凸 

凸 基 有 茎 式 石 鍼 

凸 基 有 茅 式 石 鍼 

茅 式 石 鍼 人 月 

凸 基 有 茎 式 石 鍼 

凸 

凸 基 有 茎 式 石 鍼 

凸 基 有 茅 式 石 鍼 

SN 

坦 洗 

細 洗 

環 洗 

環 替 

SN 

石 雛 

石 雛 

石 雛 

石 雛 

石 雛 

打 製 石 包丁 

未 製品 

未 製品 

未 製品 

未 製品 

未 製品 

未 製品 

6 区 
灰 茶 色 砂 

7 区 
砂 質 土 

5 区 
暑 灰色 砂 質 土 
2 区 

7 区 
火 茶 色 砂 

2 区 
墨 色 砂 質 土 

3 区 
暗 灰色 砂 質 

2 区 
粘 質 土 

7 区 
黒色 砂 質 土 

7 区 
暗 灰 色 砂 質 土 

2 区 
粘 質 土 

7 区 
火 茶 色 砂 

6 区 

灰 茶色 砂 

1 区 
頂 灰 色 粘 質 土 

5 区 

LT 

愚 色 砂 質 土 

墨 色 砂 質 

棒 灰 色 粘 質 土 
1 

黒色 砂 質 土 

4 区 
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